
は
岨
障
を
い
市

-
F
P
〓

を

彼

禍

の

都

===
3
機

・

惨

園

初

--〓
E

バ

危

と

の

る

寧

・
・

ロ

の

さ

筒

な

に

』-ヨ-・

争
し
門
医
か
こ

国

E
-
ゆ

戦

ろ

い

こ

4

4
U

'
h
綴
恐
出
掛

-
3

断

・

の

広

め

め

ま

t

p
は
窃
.
ひ
た
求

-『

Y
さ

兵

丙

る

を

問

刷

動

防

制

・

守

帥

時

四
巾

の
の
・
え
を
廃

車
包

過
界
て
同
副
会
の

・・
4

終
世

'し
に
安
ぞ

唱
』

閉
が
お

U

と

々

と

-

rL

人
な
な
国
人

。命
も

Z晶
1

・B
え
般
の
い
生
て

'
'

は
A

コ
た
滋
界
信
の
し

庁
F

租
・
に
の
世
ら
民
対

司
寸

平
ら
慮
一
全
な
市
に

・1
・

久
が
憂
曜
を
は
は
申由。

恒
な
に
は
み
て
市
兵
る

の
し
銭
国
し
し
子
綴
す

界
か
・
が
苔
返
孫
る
き

世
し
み
わ
の
り
我
な
宣

ら

番

線

か

を

No.1 018 2000年(平成12年)
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ι 

全
体
は
堅
実
予
算

市
の
平
成
句
年
度
当
初
予
算
が
、
3
月
の
定
例
市
鶴
会
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
は
、
3
0
3億
4
0
0
万
円

で
前
年
度
に
比
べ

0
・
6
%
の
増
で
す
。
新
し
く
設
置
さ
れ

た
介
謹
保
険
特
別
会
計
を
は
じ
め
7
つ
の
特
別
会
計
と
水
道

事
業
会
計
を
加
え
た
予
算
総
額
は
、
5
4
4
億

5
5
6
7
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
な
か
、
限

ら
れ
た
財
源
を
重
点
的
か
つ
効
率
的
に
配
分
し
て
い
ま
す
。

H
財
政
担
当
H

⑦ 
山
の
此
入
の
位
と
な
る
市
川
悦
は
、

i
8
0
他
5
4
7
1
万
川
で
、
山川

子
出
に
比
べ
5
3
1
2
万
川

(0
・

3
%
)
の
明
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、

長
引
く
以
幻
の

低
迷
と
、
住
民
税
の
恒
久
減

税
の
路
刊
で
、
成
人
に
市
め

る
い山悦
の
訓
什
は
年
今
低
下

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
岡
山
支
出
金

(
同

か
ら
の
補
助
金
ゃ
れ
判
念
な

ど
)
は
、
4
憶

3
7
4
5
万

円

(
泣・

9
%
)
の
械
と
な

り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
似
を
、
地
ん

火
付
税
の
仲
び
ゃ
、
財
政刊州

快
必
全

(年
山
川
の
，r伐
の

川
刷
機
を
行
、
つ
た
め
の
制
収
ん
に
)

か
ら
の
繰
り
入
れ
で
補
い
、

??
か
総
舶
を
確
保
し
ま
し
た
。

効
率
的
な
自
治
体
経
営
を
目
指
し
て

マ
得
殉
少
M

彦

新
年
度
も
、
教山
り
や
制
社
、

邸
境
な
ど
、
山
川
ん
の
押
さ
ん
の

決
別
の
山
川
い
引
業
を
吊
.
点
に
JF

符
制
此
を
行
い
ま
し
た

-
般
会
ヰ
川
全
体
は
、
前
年
度

比
0
・
6
n
m
m
の
低
い
仰
び
で

市
長

す
が
、
生
館
山
下
押
セ
ン
タ
ー
の山
u

d
や
小
中
学
技
へ
の
救

μの
迫
加

配
間
、
学
伎
の
牧
仰
な
ど
に
よ
り
、

教
打
貨
は
お

・
9
%
の
ト八一
川

mと

な
っ
て
い
ま
す
。

民
生
党
は
、

-
却
が
介
w
d
保
険

に
移
行
す
る
た
め
、
a

般
会
川

で
は
減
制
と
な
り
ま
す
。

-
M、
人
件
貨
を
は
じ
め
杭

伐
の
節
減
に
努
め
、
幼
山
下
的
な

円
治
体
純
一
引
を
日
指
し
て
い
ま

-
。
4
u
，
 

教
育
費
は
大
幅
増

一般会計予算の構成

市税180億5471万円
(59.6%) 

Aψ 

。
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
建
設

(6
伯

i
5
8
4
M川
)

fhr幻
川
公
川
の
隣
接
地
に、

M

A
加
と
公
民
飢
を
州
司
令
し
た
ん
74
派

九
千
判
セ
ン
タ
ー
を
他
殺
し
ま
す
。

2
附
辿
て

で

部
3
附
)
で
、
延

べ
出
陣
刷
制
は
約
4
4
0
0
4m
、
総

に
貨
は

お
佑
6
2
0
一力
川
で
す
。

予
成
ロ
・
日
年
度
の

2
カ
午
で
佳

品
し
ま
す
。

。
チ
l
ム
テ
ィ
l
チ
ン
グ
の
た
め

の
教
員
の
配
置

(
9
0
6
万
円
)

一ク
ラ
ス
に
紋
数
の
教

μ

を
配
位
し
、
件
数
や

mm科
を

指
噂
す
る
チ
l
ム
テ
ィ
l
チ

ン
グ
を
行
う
た
め
、
市
の

F

鮮
で
数

μを
迫
加
配
間
し
ま

す
。

。
小
・
中
学
校
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
教
育
の
充
実

(5
4

5
6
.力
川
)

九
州
出
納
制
限
辿
川
社
会
や
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
仕
会
に
対
応

で
き
る
々
を
身
に
つ
け
る
た

め
、
小
や
伎
で
川
悦
ゎ
牝
仙
川
し

て
い
る
パ

ソ
コ
ン
を
故
新
機
終
に

切
り
伴
え
ま
す
。
中
学
校
で
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ァ
ト
に
接
続
し
ま
す
。

@
心
の
教
室
の
整
備

(1
3
6
0

万
円
)
い
じ
め
や
不
合
校
な
ど
で
悩
ん

で
い
る
子
ど
も
た
ち
を
之
扱
す
る

た
め
、
湖
北
ムリ
小
山
下
位
と
久
↑
♂
・
米

中
川，r
校
の
余
術
教
ん
祉
を
改
泊
し
て

心
の
救
宅
を
税
制
し
、
心
の
利
点州

以
を
配
位
し
ま
す
。

。
校
舎
の
大
規
模
改
造
の
た
め
の

設
計

(1
0
0
0
万
円
)

老
朽
化
や
耐
ぷ
診
断
結
果
に
よ

り
、
補
修

・
補
強
仁
恨
の
必
裂
な

校品い
けな
ど
の
大
組
悦
改
造
を
行
い

ま
す
。
今
年
度
は
、
設
係

f
第
川

小
学
校
の
校
合
の
改
泣
に
が
の
ぷ

品川
を
行
い
ま
す
。

。
小
学
校
用
地
の
鑑
定
と
買
収

(6
他
4
3
2
7万
川
)

政
孫
子
第
問
小
川
下
位
川
地
と
し

て
仙
地
し
て
い
た
k
地
I
H
9
4

3
.M
を
、
相
続
の
発
生
に
よ
り
取

引
し
ま
す
。

( )内は構成比

市制30周年記念エコーハガキ

採用作品決ま§
入選作品は市民会館に展示

状
孫
子
山
は
、
今
年
7
川
に

山
制
施
行
加
川
年
を
迎
え
ま
す
。

市
で
は
、
こ
れ
を
記
念
し
て

先
行
す
る
エ

コ
l
ハ
ガ
キ
の
絵

州
を
広
報
で
必
集
し
ま
し
た
。

そ
の
結
決
、

あ
わ
せ
て
4
6

7
以
の
応
必
が
あ
り
ま
し
た
。

2
川
引
日
(
川
)に
術
究
会
が

山
か
れ、

一
般
の
部
で
は
一川町

M

必
え
さ
ん
(湖
北
ム日)
の
「
グ

リ
川
ン
」

、
小
中
学
生
の
却
で

、
.wr-e
・吋，、、

は
似
名
休
年
く
ん
(布
ル
牧
市
小
川子

状
)
の
「
宅
の
ほ
う
け
ん
」
が
保

川
作
品
に
選
ば
れ

(
写
真
)、

そ
の
ほ
か
ロ
点
の
作
品
が
入
選

と
な
り
ま
し
た
。

探
川
作
品
と
入
選
作
品
は
、

6
川
1
円
(
木
)
か
ら

6
U
(火
)

ま
で
、
市
民
会
加
2
附
ロ
ビ
ー

に
凶
.ボ
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
エ
コ

1
ハ
ガ
キ

は
、
6
川
I
H
(本
)か
ら
市
内

と
柏
山
、
例
市
町
の
山
川
山
川
で

発
光
さ
れ
ま
す
。

V
問
い
合
わ
せ

広
報
官
広
柑

係

官
(
訂

)I
I
I
-

h
F
飯
名
悠
生
く
ん
の
作
品

h
F
内
海
勇
失
さ
ん
の
作
品

。
高
齢
者
へ
の
配
食
サ
ー
ビ
ス

(4
7
8
0
万
円
)

臼
歳
以
ヒ
の
み
と
附
舎
を
持
つ

い刈の
け
常
生
川
を
し
え
慢
す
る
た
め
、

旬
け
の
夕
食
を
什
宅
に
柑
け
ま
す

@
特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
な
ど
の

施
設
盤
備
貨
の
補
助

(I
位
4
1

3
0
M川
)

公
興
会
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
、

r
ムス

ボ
ワ

I
ル
わ
か
山
本
の
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
な
ど
の
施
没
院
初
・

』、

山

b

A
a
-
-
t

'
F
1
 

合
を
交
付
し
ま
すH

次
ぺ
l
ジ
ヘ

M
Baa--aa-----1 

4

ぺ
f
1
t

、、ル社会の実現をめざ してリサイク



(2) 

H
前
ぺ

l
ジ
か
ら
H

O
乳
幼
児
の
健
康
支
担
の
た
め
の

一
時
預
か
り

(3
7
0
万
円
)

保
行
附
に
通
園
し
て
い
る
乳
幼

児
が
病
気
に
な
っ
た
と
き
、
病
気

回
復
期
に
病
院
が
一
時
的
に
預
か

る
「
病
児
保
育
」
を
実
施
し
ま
す
。

2000.4.1 

。
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
の
運
営
費

(
9
4
9
万
円
)

働
く
方
の
子
育
て
と
仕
事
の
両

立
を
支
援
す
る
た
め
、
子
打
て
の

援
助
を
受
け
た
い
方
と
援
助
で
き

る
方
で
組
織
し
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
、
4
月
l
日

。
手
賀
沼
ビ
オ
ト
i
プ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り

(
5
5
0
万
円
)

手
賀
沼
沿
い
な
ど
の
水
田
、
混

地
、
谷
津
の
自
然
環
境
別
査
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
6
0
0
o
d
の

水
田
に
水
を
張
り
、
シ
ギ
や
チ
ド

リ
却
が
渡
来
す
る
環
境
の
復
活
を

め
ざ
す
モ
デ
ル
耶
諜
を
行
い
ま
す
。

@
手
賀
沼
沿
い
斜
面
林
の
緑
地
買

収

(
限
度
額
1
位
7
0
0
0
万
円
)

手
賀
沼
沿
い
の
斜
面
林
を
保
全

か
ら
迎
営
し
ま
す
。

。
健
康
“つ
く
り
う
ん
ど
う
教
室
の

充
実

(7
9
0
万
円
)

中
山
年
の
他
府
の
保
持
と
寝
た

き
り
予
防
の
た
め
、
布
佐
南
公
刷

に
迎
動
用
兵
を
設
世
し
、
他
牒
づ

く
り
迎
助
教
室
を
行
い
ま
す
。

す
る
た
め
、
緑
地
を
日
収
し
ま
す
。

@
手
賀
沼
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
の
推
進

(1
0
0
万
円
)

手
賀
沼
に
船
を
迎
行
さ
せ
る
た

め
の
訓
査
や
統
一
マ
l
ク
の
選
定
、

史
跡

・
名
勝
巡
り
コ
l
ス
の
設
定

を
柏
市
、
沼
南
町
と
行
い
ま
す
。

@
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
実
施
計

画
と
率
先
行
動
計
画
の
策
定

(1

4
0
万
円
)

地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
、
市

と
し
て
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

抑
制
な
ど
の
計
画
を
策
{
疋
し
ま
す
。

= 、=u 
。
我
孫
子
駅
南
北
区
画
整
理

(け

位
2
8
0
7
万
円
)

北
口
は
、
旧
D
マ
l
ト
周
辺
を

中
心
に
宅
地
や
道
路
の
整
備
を
進

め
ま
す
。
間
口
は
、
地
柿
者
と
の

交
渉
を
進
め
る
と
と
も
に
、
区
間

d努

整
理
区
域
内
の
道
路
の
披
仰
を
行

い
ま
す
。

。

「
人
に
や
さ
し
い
駅
」
の
整
備

(1
位
1
6
2
0
万
円
)

湖
北
駅
陶
口
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ

ー

-
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
設
世
工

事
と
、
天
王
台
駅
南
・
北
口
へ
の

同
施
設
の
設
計
を
行
い
ま
す
。

。
道
路
の
バ
リ
ア
フ
リ
l
化
推
進

(
4
5
8
0
万
円
)

天
王
台
地
区
3
0
0
m
、
湖
北

地
区
1
6
0
m
、
布
佐
地
区
2
4

0
m
の
歩
道
改
良
工
事
を
行
い
ま

す
。

。
手
賀
沼
公
園
・
久
寺
家
線
道
路

の
盤
備

(3
憶
7
0
1
1
万
円

・

伯
務
負
担
行
為
限
度
額
7
3
0
0

万
円
を
含
む
)

手
口
沼
公
園
入
口
か
ら
旧
千
諮

銀
行
ま
で
の
5
0
0
m
を
、
同
年

度
ま
で
に
整
備
し
ま
す
。
今
年
度

は
、
用
地
買
収
と
物
件
柿
償
な
ど

を
行
い
ま
す
。

。
新
木
駅

・
布
佐
南
線
道
路
の
藍

備

(
8
5
6
2
万
円
)

新
木
駅
南
側
の
区
画
整
理
事
業

区
域
か
ら
布
佐
平
和
台
ま
で
の
2

5
0
m
を
結
ぶ
連
絡
道
路
の
う
ち
、

今
年
度
は
そ
の

一
部
の
工
事
と
用

地
日
収
を
行
い
ま
す
。

。
新
木
駅
跨
線
橋
の
整
備

(3
5

0
0万
円
)

新
木
駅
の
南
北
を
結
ぶ
連
絡
通

路
を
整
備
し
ま
す
。

第1018号

。

(仮
称
)
高
野
山
・

東
我
孫
子

近
隣
セ
ン
タ
ー
の
建
設

(1
8
0

0
万
円
)

高
野
山

・
東
我
孫
子
地
区
に
近

隣
セ
ン
タ
ー
を
辿
設
す
る
た
め
、

設
計
な
ど
を
行
い
ま
す
。

。
我
孫
子
駅
前
槌
点
施
般
の
箆
備

(1
2
66
万
円
)

我
孫
子
駅
南
口
に
、
千
柴
山
が

建
設
予
定
の
福
祉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ

ザ
と
の
令
築
で
、
近
隣
セ
ン
タ
ー

や
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
市
の
施
設
を
軽
備
す
る
た
め
の

基
本
設
計
を
行
い
ま
す
。

。
農
業
振
興
の
た
め
の
補
助
金
等

の
支
給

(2
2
7
4
万
円
)

水
稲
作
認
定
州
民
業
者
へ
の
制
助

や
、
品
業
撮
興
資
金
の
利
子
補
給

な
ど
を
行
い
ま
す
。

。
観
光
ガ
イ
ド

マ
ッ
プ
の
作
成

(1
8
9
万
円
)

商
業
活
性
化
の
た
め
の
観
光
ガ

イ
ド
マ

ッ
プ
を
作
成
し
ま
す
。

'F" 

※太字の事業は本文を参照

民生費 70億5590万円 (ー3.6%)

第2次保健福祉総合計画に基づくさまざ
まな事業をはじめ‘総合的な社会福祉の充
実を図り、必要な援護を行うための経費で
す。

7億6997万同
?億4877万円
5億4500万円
4億6600万円
3億4296万円
1 <<!8662万円
1億4130万円
9619万円
8886万円
8213万円
949万円
370万円

1偲1620万円
1億3684万同
1億2512万円
3500万円
1800万同
1266万円
149万円
100万円

円
円
円
円

万
万
万
一の

0
4
9
3
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自晶4主計歳出予算の内訳

業事な主

『・・・・・・・圃・・』
冨

区分・予算額(対前年度比)

本減の理由…介護保険制度の創設による介
護保険特別会計への経費の移行や、根戸デ
イサービスセンター工事の完了によるもの
です。

総務費 51億4310万円 (-2.0%) 

コミュニティ活動の促進や斐通安全対策
など、他の経費に区分できない経費や、主
に市の管理的業務を行う経費です。

11億2807万円
11億1000万円
2億9711万円
1億4568万円
8562万同
7590万円
4580万円
3110万円

6億4327万円
6億1584万円
1<<:12275万円
5456万円
1360万円
1100万円
1000万円
906万円

引哲5548万円
1億7134万同
1億 903万円
3403万円
3204万円
2939万円
2250万円
790万同
140万円

3707万円
1249万円
731万円
217万円

我孫子駅南北区画整理
公共下水道事業特別会計への繰出金
手賀沼公園・久寺家線道路の整備
公園の維持管理費
新木駅・布佐南線道路の整備
新木-布瀬線道路の整備
道路のバリアフリー化推進
天王台流域の治水対策

小学校用地の鑑定と買収
生涯学習センターの建設
私立幼稚園の就園奨励賀補助金や私立幼稚園への補助金の支給
小・中学校のコンピュータ教育の充実

物館、スポーツ事業などの経費です。 l'らの教室の整備
*増の理由・・生涯学習センターの建設や第 |学校給食施設の改善
四小学校の用地買収などによるものです。|校奮の大規模団造のための設計

'チームティーチングのだめの教員の配置

資源回収の奨励金や委託料、焼却灰溶融施設の維持費など
胃がんなど各種成人病の検診実施の委託料など
ポリオなど各種予防接種実施の委託料など
手賀沼浄化対策(手賀沼ビオトープのネットフークづくりを含む)
地下水の水質調査や地下水の汚染原因解明のための調査委託料
休日診療所の運営費
乳幼児医療費の助峨
健康づくりうんとう叙室の充実
地球温暖化防止対策実施計画と率先行動計画の策定

水槽付き消防ポンプ車購入費
消防団活動の災害補償の掛け金や消耗品などの費用
.消防の通信指令施設整備の保守点検の費用

全を守る経費です。 1火の見の解体やホース乾燥塔の設置などの工事費

農林水産業費 3億7341万円 (+0.5%)1北新田幹線道路橘の改修工事費
|農業握興の定めの補国金等の支給

農業の基盤整備や近代化などを行うため|緊急生産調整の推進のための補助金の支給など
の経費です。 1市民農園の維持管理由

商工費 2億9906万円 (+1.8%) 1中小企業資金の融資
. |水生植物園の整備管理由

め522王寺;観光の振興 消費生活のた |商庖街施設の建設補助
』観光ガイドマップの作成

土木費 48億9745万円 (ー0.3%)

道路、区画整理、公園、排水対策など‘
快適なまちづくりのための都市整備や環境
整備の経費です。

生活保護世帝への扶助費の支給
公立私立保育園の運営費
介護保険特別会計への繰出金
国民健康保険特別会計への繰出金
老人保健特別会計への繰出金
知的障害者援護施設入所者の措置費の支給や医療費の助成
特別養護老人ホーム施設の整備費の編曲
学童保育室の運営費や維持補修費
高齢者の在宅生活支援 (配食サービス -住宅改造費助成など)
身体障害者更生援護施設入所者の措置費の支給
ファミリーサポートセンターの運営費
5L却児の健康支援の定めの一時預かり
「人Eやさしい駅Jの整備(湖北駅エレベーター目エスカレーター設置工事)
我孫子市民プラザの管理運営費
自転車駐車場の運営費
新木駅跨線橋の整備
(仮称)高野山・東我孫手近隣センターの建設
我孫予駅前拠点施設の整備(福祉ふれあいプラザとの一体的整備)
チャイルドシートの貨し出し
手賀沼を生かし定まちづくりの推進

-特
別
会
計
は
、
老
人
保
健
や
国

民
健
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保
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、
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、
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、
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今
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特別会計の内訳
。老人保健

68億4100万円 (-8.9%)

O国民健康保険事業
63億8300万円 (+9.4%)

O公共下水道事業
36億4000万円 (ー0.7%)

O土地区画整理事業
2億2300万円 (-20.2%)

O手賀沼浄化事業
1億3600万円 (-4.2%)

O公共用地取得事業
8600万円 (十210.5%)

O介護保険
29億2700万円(新規)

教育費 48億 435万円 (十35.9%)書計，Jc道事業 教育委員会に係る予算で、 小 ー中学校の
運営‘社会教育.公民館、図書館、鳥の憎

39億 1567万円

衛生費 28億6378万円 (-18.8%)

衛生的で健庫な生活環境の維持・向上を
図るための、資瀬化事業や各種健診などの
経費です。
*減の理由・・・ダイオキシン低減対策工事や
休日診療所の建設工事の完了などによるも
のです。

消防費 14億5736万円(-1.4%)

1儲4054万円
1300万円
838万円
189万円

防火対策、救急業務など、市民生活の安
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(対前年度比3・2%減)
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第1018号

市民活動支援、自治会援助、近隣センター建設・運営

防災

商工業振興、中小企業への資金融資、消費者保設

農業の振興、rll民J2図の計画管理

手賀沼施策の推進、環境保全、公害対策

ゴミ収集 ・処理、リサイクル

交通安全対策、自転車駐輪場、市民パス

男女共同参画プランの推進

一-、=~ d揚(3) 2000.4.1 

保健福祉の総合相談、福祉計画策定

生活保護者・障害者等へのサービス給付、民生委員、

人権擁護

高齢者施策の推進、介護保険、老人医療

子育て支援、保育困の入国、町子相祉

成人健康診断 ・相談、母子乳幼児検診、乳幼児医

療助成、休日診療所、狂犬病対策

市民活動支援課

L災害対策室

商工観光課

農政課

手賀沼 課

クリーンセンター

交通整備課

男女共同参画担当

福祉総合相談室

生活支援課

環境生活部

市役所の組織・機構の一部を変更

保健福祉部

介 護支援課

子育て支援課

保健センター

道路整備 ・維持補修、街路灯維持管理

市建築物の設計・工事・1立'皆、市営住宅の入居・管理II

公312下水道の建設 ・維持管理、水洗化普及

治水対策、排水路の整111H、準用河川の維持管理

課

課

課

課

凡

Z

-l

路

建

j

水

ι又

4
4

道

施

下

治

下
卜
L
|
し

部
吾n.

E又建

都市計画の総合調整、景観形成の推進

建築:r@認、迫反建築物の措世

公園の整備・ 維持包:迎、緑化推進、斜而林の保全

天王台 ・柴崎土地区間挫型11

我孫子駅南北土地区画整理

開発行為の事前協議 ・前二可

都市計画課

建築指導課

公園緑地課

区画整理課

都市改造課

宅 地 課

部市者日

τ 金銭出納

水道事業の総合計画、経営管理、経理、料金の徴収

給水施設の計画 ・管理運営、給水

局 T 経営管理課

し技術監理課

課計

道

ム
一品

水

防 ~総 務 課消防計画、消防の基本施策の企画

ト予 防 課 火災の予防、防火思想の普及、防火用設備の設世

卜警 防 課 消防訓練、雑草の除去、消防団の訓練

し西消防署 ・東消防署

i商

以組鍋(G位事~ 樹

一一一一議会の運営、議事録の調雄、513願 ・陳情の受付

一一一一出納及び事務事業の院査

一一一一 選挙事務、選挙人名簿の作成(J蹴貝は総務課併任)

一一一民地の椛利移ili王制整及び転用

教育委只会の庶務、教育施設の整備 ・維持管理

児童生徒の就学、学校保健、学校給食、通学区域設定

教育方針の立案、教職貝の研修 ・指導

生涯学習の推進、生涯学習施設整備 ・運営

芸術文化の振興、文化財調査

体育 ・レクリエーションの振興

市史の編さん

図書の貸し出し、|区図Z到l児主苫F古館官の企画迎岱

生i涯庄学?官習;g!誹E座Eの実施
資料の収集 ・保管 ・展示

議会事務局

監査委員 事 務局

選挙管理委員会事務局

農業委員会事務局

教教育総務部 下 総 務 課

曹 ト学 校教育 課

員 L指導課

会 生涯学習部 ァ社会教育課

義 ト文化諜

局 ト体 育課

市史編さん室

市 民図書館

公 民 館

鳥 の博物館

(青字は、新しい部および課です)

企画調整室T 企画調整担当 総合計画の策定、重要施策の総合調整

I L成回線複線化推進室
し財政担当 予算の編成、財政計画の策定

文書の管理、統計、職員の人事管理、給与、行政改革

市長 ・助役の秘

広報の発行、情報公開

公有財産の管理、工事等の契約、工事検査

OA化の推進、個人1W報の保護

課

課

室

課

課ム-ア

務

害

報

財

ス、ン報

総

秘

広

管

情

一ーし
|
Lー
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占

品

目務総

収 税 課市税収納、納税の指導と啓発

し徴収対策担当

課 税 課市 ・県民税の賦謀、家屋 ・土地のj武謀、税証明発行

市 民 課 戸籍謄抄本・住民票の交付、印鑑登録、母子健康手

l阪の交付、火葬 ・埋葬の許可

国民健康保険、国民年金

部民市

国保 年金課

4

司
西
別
館
2
階

市役所では、行政改革の一環として、部などの組織を再編成しました。

ますます多様化する市民要望に応え、地方分権を担える市役所とするた

めには、柔軟で多様な取り組みを可能にする組織運営が必要です。

管理部門はできる限り統合し、企画調整室を設置、総務部も改組しました。

施策推進部門は、窓口サービスをさらに向上させるため市民部を充実し

市民と協働して施策を推進する部として環境生活部を設置しました。 j 
新しい組織のもと、柔軟で横断的な組織運営を確立し、市民要望を確実 l 

に実現していきます。主な変更内容は次のとおりです。 i 
o本庁の市長直属の部 (7音112室)を簡素化 し、6部 l室に改めました。 i 
o課の組織としては、NPOなどの市民活動を支援する部者として、「市民 i 
活動支援謀」を設置しました。

。男女共同参画を推進する部署を明確にし、課長相当の職員を配置しました。 i 
o税の滞納徴収を強化するため「徴収対策担当」を設置 しました。 I

0教育委員会では、生涯学習を推進するため社会教育部を生涯学習部に改め、l

新たに「文化課Jを設置しました。なお、体育課は市民体育館に移りました。 j 

o水道局は、 3謀から 2諜にしました。

4

司西
別
館
4
階

v組織変更に伴い、本斤・西別館の課の配置が下図のようになりました。(青 く塗った部分が、移動した課です)
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Sの11~lillb
「新世紀 になうこの子に

チャイルドシート」

第1018号
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て
い
な
い

f
ど
も
た
ち
が
、
辺
同
町
に
山
る

機
会
も
多
く
な
り
、
思
わ
ぬ
い父

辿
が
般
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と

も
与
え
ら
れ
ま
す

f
ど
も
た

ら
を
交
通
が
欣
か
ら
守
る
た
め

に
は
、
ま
ず
大
人
が
し父
一
也
ル
ー

ル
を
守
り
、干
い
い
』
本
を
.
.
小
す
こ
と

が
大
切
で
す
お
子
さ
ん
の

い

る
-X出
で
は
、
ぃ
父
辿
安
A
h
に
つ

い
て
改
め
て
ぷ
し
ん
け
っ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
下
川
以
叫
は
A
h
川
で
も

い父
泌
が
欣
死
亡
弘
引
が
多
い
叫
で

す
。
昨
作
は
4
2
2
人
も
の
作

い
命
が
火
わ
れ
、
A
h
川
ワ
ー
ス

ト
2
似
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
今
年
は
、
交
通
下
故
死
亡

匹引
を和
小川

4
0
0人
以
ド
に
抑

え
る
川
加
を
仰
げ
、

…片山川将
、

山
川
村
、
凶
係
機
凶
が
-
体
と

な
り
、
取
り
締
ま
り

・
作
発
活

動
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

'H
助ぃ
恥
を
迎
い
ね
す
る
ト刀は
、

必
惨
な
い
川
政
を
起
、
」
さ
な
い
た

め
、
常
に
安
全
述
似
を
心
が
け
、

必
ず
シ
l
ト
ベ
ル
ト
を
心
川
し

ま
し
ょ
う
ま
た

6
成
本
湖
の

お

f
さ
ん
を
市
に
取
せ
る
際
に

は
必
ず
チ
ヤ
イ
ル
ド
シ
l
ト
を

仙
川
し
ま
し
ょ
う

V
問
い
合
わ
せ

状
係

f
件
誤

判
官
(
氾

)
0
1
1
0

ι
A
d

，、
h
ut
一
t
J

-》

J
e
-
-人
d

，

ド
島
M
l
ι
A
H
ノ
H
川

:
匹
、
サ
/
}
J
ド

ιけ
ド

V
貸
出
料
金
下
表
参
照

V
申
し
込
み
方
法

チ
ャ
イ
ル
ド

シ
l
ト
げ
山
中
川
川

(火
地
快
仙

訓
、
似
他
セ
ン
タ
ー
、
作
文
川

・

行
政
述
給
所
に
川
ぷ
)
に
必
山
下

引
を
記
入
し
て
、
利
川
を
希
到
す

る
川
の
前
日
月
の

1

H
か
ら
日
け

〈
閉
庁
日
の
助
作
は
凱
千
川、

〈，バ

は
3
U
(川
)
か
ら
げ
日
(
川
)
〉
ま
で

に
い
父
辿
税
制
訓
に
蛇
山

貸出用チャイJレドシート
(T乳児用企幼児用)

V
利
用
決
定

中
込
将
多
数
の
助

A
H
は
州
選
で
決
定
し
、
利
川
決
む

お
に
は
利
川
通
知
川
、
げ
山
場

所

・
川
川
匂
の
本
内
を
日
何

V
問
い
合
わ
せ

交
通
快
伽
A
E

(部

)
I
l
l
-内
総
3
3
0

Vチャイルドシート貸出料金

wJiiiト斗三$)- 乳児用 幼児用

1カJJ 2100円 2520円
2カ月 23101 g 2730円
3カ月 2520円 2940円
4カ月 2730円 3150円
5カ)J 2940llJ 3360円
6カn 一 3570円

ホームヘルパー
2級研修(前期)
研修生を募集します

山
で
は
、
ホ
l
ム
へ
ル
パ
1

2
級
必
成
川
修
を
前
川
と
後
川

(9
川
山
川
)
の
2
川
に
分
け
、

%
施
し
ま
す
。
今
川
は
前
川
の

川
修
小い
を
必
然
し
ま
す
。

V
期
間
・

場

所

*

訓
必

・
%

以
岬
刊
:・
4
川
お
け
か
ら
7
川

お
け
ま
で
の
何
辺
水
附
け

(悦

の
機
械
式
処
理
機
の
購
入
者
に

最
大

3
万
円
を
補
助
し
ま
す

帥
人
す
る

*
指
定
版
必
山
以
外
で
附
・
人
す
る

場
介
・:
次
の
ハ
り
か
ら
はいを
持
参
し、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
中
J
す
る

l
附
人
し
た
品
物
の
カ
タ
ロ
グ

・

川

山

品
川
両
リ
H
九
日
け
代
』

z
，H
-z
、

今
噌A
a--司
、

川
町
「
ト

1

H

H
H
e

t

-

-

a

H
ペ
イ

本
公
・
叶

的
行
悦
を
除
く
本
体
制
怖
が
わ
か

る
制
収
川

ω附
人
山
の
辿
柿
光

l
仙
助
合
の
以
込
先
が
わ
か
る
も

の

(
川
合
辿
似
な
ど
)

5

印
地

V
問
い
合
わ
せ

ク
リ
ー
ン
七
ン

タ
l
E
(灯
)0
0
1
5

V生ゴミ減量化機器・処理容器指定販売庖

指定販売唐名 所在地 電話番号取扱商品

我孫子市
本 所 寿I・14-18 82-3121 

農業協同 湖北支所 古戸171・2 88-2511 コンポスト
組 .6. 

Eコ
布佐支所 布佐1132 89・3151ボカシ容器

t有 扇屋高居 建'-4-2 82-0014 

自然食品の庖よねかわ 湖北台8-10-888-8978 

小規緩作業所おおばん 新々 田77-5 89.5794 

(有 J染井金物居 本町3-8-12 82-2375 ボカシ容器

有あびこイー工ム ショッフ 本句3・ト14 83.7747 

自然食品の2ア二三一東郁子 頁ヨF子2沼-2282・7552

自弥食品0idアニュ-ff五子 我孫子388・183・3751
ポカシ容沼

堵J霊式l!l J甲~

エコー トレイド有 苔i~ ，Ll7・3 85-89Ll5 機械式処理機

生
ゴ
ミ

市
で
は
、一
家
出
で
の
ゴ
ミ
減
ハ川

を
促
進
す
る
た
め
、
山
内
に
お
山

ま
い
の
わH
を
刈
匁
に
、
中
コ
ミ
機

械
式
処

m機
・
地
肥
化
作
加
の
附

人
の
補
助
制
度
を
ぷ
け
て
い
ま
す
。

今
年
山
か
ら
、
機
械
式
処
剛
山
械

の
補
助
山
山
加
を
引
き
卜
.げ
ま
し

た
。
こ
の
機
会
を
ぜ
ひ
ご
利
川
く

だ
さ
い
。

V
補
助
額

勺
機
械
式
処
刑川
機
・:

本
体
購
入
制
栴
の
2
分
の
ー
ま
で

(i
法
3
.
h川
を
脱
皮
と
し、

-
叶一

引
i
法
と
し
ま
す
)

2

コ
シ
ポ

ス
ト

・
ボ
カ
シ
作
山
市
:・
持
出
川
相

の
3
分
の

2

(1
作
時
3
0
0
0

川
を
山
山
と
し
l
附
引
2
1u出
ま

で
-
V
補
助
を
受
け
る
方
法

*
桁
定
版
必
山
(
下
表
参
照
)
で

叫
人
す
る
助九日
・:印
踏
を
川
参
し
、

補
助
合
加
を
ぷ
し
引
い
た
A
K
加
で

け
を
除
く
)
、
小
火
山下
院
大
学

中
主
判
・・
・8
川
か
ら
9
川
同
什

(ト
.)
ま
で
の
川
に
河
川
川
、
判
別

化附
m
M
必
人
ホ
l
ム
片山中

V
対
象

ホ
l
ム
ヘ
ル
パ

1
3

級
ぷ
利
作

f
芥
で
、
2
紘
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ

ー
と
し
て
例
き
た
い

，J ，j
 v定
員

万
人

(先
ね
州
)

V
費
用

2
.力
6
2
5
0
川

(別
途
テ
キ
ス
ト
代
l
万
5
0

0
川
。
駐
市
場
利
川
判
令
呼
は

hkE正
ri
-
-
コ

r
Y4

・2IJ4
ι

V
申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

川出品
で
介
護
文
扱
却
に
山
中
し
込

み
，hJ
約
の
う
え
、
所
定
の
山
中
込

川

(介
直
よ
ほ
訓
に
川
ぷ
)
に

3
級
ぷ
科
修

f
h
の
いuhJ
し
と
M
M

M
nを
添
付
し
、
4
川
は
け

(水

・
必
mM
)

ま
で
に
政
Mw
f

i
8
5
8山
役
所
介
護
文
提
波

宮
(出
)1
1
1
1内
線
3
1
0
・

3
8
2
へ
郎
以
ま
た
は
日
参

運転ボランティア養成講座
集募生座5誇

手
賀
沼
周
辺
の
自
然
を
と
お
し
て
環
境
を
考
え
よ
う

手
賀
沼
環
境
教
室

・
手
賀
沼
水
辺
探
検
隊
参
加
者
募
集

東京理科大学「公開講座」講座生募集

コミュ=ティ1t:1i11i
劉曜ま吉~<りの研究

都
市
計
画
緑
地
の

変
更
の
案
を
縦
覧
し
ま
す

「参加型まちづくりの理論と実践」

ま
ち
づ
く
り
は
、
こ
れ
ま
で
の

「川
主
叫

・
V
業
小
心
の
都
市
北

川
」
か
ら

「自
治
体
荒
川
ナ
山
氏

参
加
・

叫川
州
中
心
の
抑
市
川
州
」

へ
と
い
う
転
出
川
加
に
さ
し
か
か
っ

て
い
ま
す
。

「参
加
刷
ま
ら
づ
く
り
」
を
則

論
と
尖
叫
の

mAM
か
ら
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

V
日
時

4
川
お
け
か
ら
7
汀
日

υま
で
の
何
迎
火
附
日
午
後
6
時

却
分
か
ら
8
時

(念
日
間、

6
月

手
賀
沼
環
境
教
室

ホド'れれ
の
日
航…
削
山町

(肝
'U
・

刷
物

・
水
引
な
ど
)
を
と
お
し
て

山
境
川
叫
に
つ
い
て
与
え
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

V
日
時

5
川
初
日
、

幻
川
、
6

川
3
日
、
円
け
い
ず
れ
も
卜
.附
川、

午
後
l
川
泊
分
か
ら
4
川

V
場
所

ずい
い
』
幻
例
制
机
水
広
場

「ぷ

の
航
」
と
そ
の
川
辺

V
対
象

山川校
小
以
L
L

V
定
員

先れ川
知
人

V
参
加
佐

川燃
料

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

4

川
口
け
(ト小)か
ら
川
ぷ
ま
た
は
山

峰
、
下
れ
れ
脱
水
広
場
宮
(出
)
0

5
5
5
へ
(川
附
け
を
除
く
)

社
会
川
社
協
品
会
の
引
を
他

っ
て
、
附
小
山
肌
引
や
小少
仁
刊
の
川
雌

な
卜μ
の
辿
院
を
お
下
一
M
い
す
る

「述
似
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
必

成
す
る
肌州内
で
す
。
山小
の
泌
似

が
川町
き
な
み、

爪AJ
し
て
み
ま

せ
ん
か
J

(

受
必
料
燃
料
)

V
日
時

4
川
口
け
(
・
本
)、山
聞

け
(火}、

初
日
(ト小
)
、
百
日
(火
)、

幻
日
(
本
)
い
ず
れ
も
午
後
l
昨

日刈
分
か
ら

3
川町泊
分
(
A
K
5

川
)

V
場
所

山
民
会
館

V
内
容

移
活
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
、
広
行
介
助
の
仕ト刀
、
利

川
将
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
山
ぃ
州
の
操
作
の
仕
む
な
ど

V
対
象

泌
転
免
什
ぷ
を
お
作

ら
の
トH

V
定
員

光
沢
対
人

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

小山下川
で
4
川
川
け
(
H
川)ま
で
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
宮
(
柿
}

弓
之
3
3
へ

手
賀
沼
水
辺
探
横
勝

ず
い
い
'
川
以
前
や
そ
の
川
辺
の
山
伏…に

つ
い
て
、
何
川
川
内
な
る
テ
l
マ
で

仰
山
町
下
の
体
験
学
刊
を
行
い
ま
す

ハ
扶
…
に
視
し
み
、
山
境
に
つ
い

出
山
J
州
法
第
引
条
第
2
以
の

組
む
に
お
い
て州
中
川
す
る
川
法
的

げ
条
約
I
瓜
の
胤
む
い
よ
り
、
北

げ郁
子
w川市・ド
川
州
総
地
の
r

淀
川
ん
の
後

を
、
次
の
と
お
り
縦
弘
し
ま
す

-v
名
称
お
よ
び
区
域

似
.
い
船
.い

船-い

l
J
H
の

.mの
μ
一

H占中'J~
Jl!!. 

幻
円
(
火
)は
お
口
(
水
)
に
公
市
{)

V
場
所

円以
u

以
内
科
大
学
肝
川

校
合
2
り
航

(京
武
昨
川
純
辿

川
駅
ド
巾
徒
渉
5
分
)

'v受
問
料

1
万
5
0
0
0川

(別
途
テ
キ
ス
ト
代
尖
抗
日
判
)

V
定
員

年

記

入

※
山・
し
込
み
トH
法
等
、
ぷ
し
く

は
点
目
以
開
科
大
学
生
政
教
山
口
セ

ン
タ
ー
宮
0
3
(3
2
6
7
)

9
4
6
2
へ
(
一
千
日
の
午
前
9

時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
)

て
苧
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

V
日
時

5
川
口
川

{k)か
ら
日

年
3
川
ま
で
の
・
k
に
第
ど
しし附
H
、

午
後
i
川
知
分
か
ら
4
川

(A
h
川

川、

外
川
の
ぷ
制
は
山
仰
け
の
旧

日
前
こ
ろ
に
ハ
ガ
キ
で
通
知
)

V
場
所

下
釘
川
川淵
水
広
場

「水

の
飢
」
と
そ
の
川
辺

V
対
象

小
学
校
4
年
作
い
か
ら
小

学
校
3
年
中
で
、

-
年
川
を
辿
し

て
参
加
で
き
る
み

(令
部
は
山
ら

れ
な
く
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
)

V
定
員

長

話

人

V
参
加
賀

川
判

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

4

川
5
川
(
水
)
か
ら

UHT川ま
た
は
山

接
、
下
川
川
例
制
水
広
場
宮
(
U
M
)
0

5
5
5
へ

(川
附
日
を
除
く
)

マ
縦
覧
期
間

ー
パ
3
H
(川
)か

ら
げ
日
{
川
)
ま
で
の
午
前

8
w
m分

、
1
・

t
』
「

:

l
，

:

.ヵ・
h
h1
M
M
5
川

i
-
H
川叩
け
は

4 宮 1・;(1T I徐
5 R5 ~~!~縦 く
:':':J也 貯

!"日:場
1III苧
ム 1.f.;間
~:I:~ ，9rι、
可~i); d f ユ、

3mZ 
4 1・せ
己 I~lf //，、
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与一



第1018号

工房1周年を記念して、フリーマーヶ、ソ トを開催します。出庖希望者は申し込みを。
砂日時 4月23日(日)午前10時から午後2時 (出庖無料)
砂対象・募集数 市内在住・在勤'在学の団体・個人(業者は不可)‘40区画(1区画…3.3ぱ)
炉申し込み 往復ハガキに(代表者の)住所‘氏名‘電話番号、団体名、主な出庖品目を明記し、
返信面にご自分の宛名を記入のうえ、4月8日(土・必着)までに、青山450ふれあい工房ヘ
@りサイクル教室

教室名 開催日時 募集人数 参加賀 持参するもの

木工(新聞紙ストッカー)15日(土)9: 30'" 12:0。 7人 300円

来のことトールペインティング 8日(土).9日(日) 両日参加で
500円
絵筆 (平筆と丸箆)‘

(五月人形(金太郎)作り) 9 ・ 30~12 ・ 00 きる方、7人 新聞紙

糸のこパズル(押し絵かぶと作り)? 8(金)、21日(金) 各自?人 500同 ハサミijiお子さん連れの参加はできません 9:30~15:00 

糸のこと卜ールペインティンダ 22日(土) 小学校低学
100円

(動くおもちゃに挑戦しよう) 9:30~12 ・。。 年生、10人

裂き織り体験 9・30"'11:30 午目リ・午後
300円木綿の布 (あれば)28日(金) ååo~i5~åo 各4人

小袋作り 27日(木)10:00"'15:00 7人 200円読経道異.やわらかい布(あれば)

布わらじ作り 26日(水)13・00"'15:00 10人 200同 ハサミ‘綿の布かシーツ

牛乳パックで正座用 6日(木)‘14日(金) 各自 8人 200円
開いた牛乳パック10枚‘

いすを作る 10: 00 ~15 :00 キルティングか冬物生地(あれIa:i

和服のリフォーム 13日(木).25日(火) 3カ月連草して参 300円和服、裁縫道具
10:00~15:00 加できる方‘8人

~厨~必溺也泡亘霞
-・日t:!t.肩掛'lìZ'''~lfili~

(5) 2000.4.1 一一、=~ 言民

ま

ず

説

明

会

に

ご

出

席

を

ぃ山
で
は
、
山
川
の
側
広
仁
た
と

H
-
K的
な
的
動
に
よ
り
、
地
域
の

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
特
色
あ
る
公
同

を
作
る
H

市
以
下
.
つ
く
り
公
川
が

た
H

を
尖
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
が
た
は
、
地
域
の
向

K
公

附
を
い
山
民
交
流
や
山川
以
前
助
の
坊

と
し
て
前
川
し
、
公
川川
が
地
域
に

と
っ
て
よ
り
魅
-M
あ
る
も
の
と
な

る
よ
う
、
市
民
の
押
さ
ん
と
市
と

の
協
働
に
よ
り
、
公
凶
づ
く
り
を

進
め
る
も
の
で
す
。

山
で
は
、
公
川
づ
く
り
を
応
閉山

す
る
た
め
、
地
域
で
川
助
す
る
川

体
を
対
象
に
、
公
川
づ
く
り
に
必

咲
な
爪
化
の
川
や
純
、
肥
料
、
レ

ン
ガ
、
H

仰
木
な
ど
を
佐
川
以
爪
刈

り
品川
、
必
-
L
の
こ
N
U
り
な
ど
を
口

{

e
J
1
4
 

し
山
し
ま
す

ま
た
、
公
川
づ
く

り
に
附
す
る
削
減
も
提
供
し
ま
す
、

地
域
の
押
さ
ん
で
、
公
州
づ
く

り
に
安
川
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

。
市
民
手
つ
く
り
公
園
事
業
説
明

会
印
刷
川
体
必
明
会
を
山
似
し
ま

す
の
で
、
J

ル
必
を
検-川
さ
れ
て
い

る
川
体
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

V
日
時
・
場
所

4
H
D
H
(
日
)

午
前
同
時
、
市
役
所
山
品い
け分
航

※山ル山川
b
k
H
矧
な
ど
を
配
布
し
ま
す

O
市
民
手
づ
く
り
公
園
活
動
団
体

募
集
要
領

V
募
集
団
体
数

2
川
体

V
応
募
資
格
円
治
会
、
そ
の
他

地
域
に
脱
ざ
し
た
氷
批
判
の
あ
る

川
体
で
、
会

u
m人
以
k
の
も
の

V
募
集
期
間

4
川
M
H
(
川
)か

ら
5
川
目
日
(
川
)
ま
で

V
応
募
方
法

・
問
い
合
わ
せ

泌

…
砂
川
制
に
必
泌
が
川
引
を
別
1
山
し
、

公
同
紙
地
A
E
(釘
)
1
1
1
1
内

総
5
4
4
へ
郎
滋
ま
た
は
山
参

出演者募集-→

砂申し込み…電話で月曜日を除く毎日午前9時から午後5時までに、ふれあい工房運営協議会
n(86)5500ヘ(いずれも定員になり次第、締め切り)

O家具のリフォーム相談コーナー 毎週日曜日午後1(時から午後4略
。木工道具修理と刃物の研ぎ方コーナー 毎週土曜日午後1時から午後4時

市民フラザコンサ・ト
/ 

我
孫
子
市
国
際
交
流
協
会

(
A
l
R
A
)

外
国
語
講
座
、
外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
・
文
化
講
座
受
講
募
集

V
注
意

φ
KU一
最
多
数
の
助
A
N

は
州
選
で
す

①
会
場

・
時
間
は
、

公
.山
に
な
る
助
んけ
が
あ
り
ま
す

市
し
な
い
肌
制
作
が
あ
り
ま
す

V
申
し
込
み

机
訟
ハ
ガ
キ

(l

枚
に
1
誠一
川
)
に
川
内
名
、
作
所
、

V
開
諦

い
ず
れ
も
5
川
か
ら

V
諦
座
時
間

い
ず
れ
も
2
川
川

V
場

所

山
川
フ
ラ
ザ

(火
中
1
・

2
は
布
杭
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
l
ル、

3
・
H
・
口
は
中
央
公
民
的
)

V
定
員

谷
川
州
知
人

(7
・
8

は
日
人、

山
-
U
は
定

μ
M…し
)

氏
名
、
屯
市
川併
HV
を
明
記
し
、

4

川
旧
日

(川
・
必
ね
)
ま
で
に
北

M
w
f
i
4
2
の
1
山
民
プ
ラ
ザ
内

A
I
R
A
下
掛
川
へ
〈
叩
か
ら
は

に
限
り
、
再
宅
地
位
λ

け
付
け
v

v問
い
合
わ
せ
川
下
此
M
M
E

(幻

)1
2
3
1

(ト小
川
け
は
除
く
)

講座名・回数 開講日時 講師名
費用(全日程骨)
教材fi別途

ヲと~I;I~J主RE 1，):.ì!M火III~11 テfモシーベージ 26.0001'J Ii(火)、 361111 'I:IjiIIOII.¥， (寸ーストラリ7)

民会，;8初級 11):;主l全lIiilllリンドングリーン26.0001'1 21 (イiそ)、 36FII 'Fljíj lOll.~ (イギリス)

!).:会ぷ初級 11):j担IIIIMIJ リンドングリーン 26.0001'1 31 (I(i、361111 午{変211午 (イギリス)
4 h工会，;8 Ij'~~ 1I):jgj 1 111M 11 ジョンアマド 28.0001'J 
361"1 'r:1去111.¥'-10分 (アメリカ)

5111lk!"!?会」 fが迎!111M11 "}，え~Ij '
26.00011J 

人1"1、361111 午後 1I1.~ -I0分 ("" kl) 
6111 | 正1 ，~lt 'i~ lll~ 11):jgj 11 11M 11 l' ';;~"I 26.0001'J 
"，級、361111午Ijij10ßno~j- ("" ~I) 
71?ランλuE会，1;11):.i!M水附!I M.ヒロカワ 19.0001'1 
人1"1、201"1 'r-IjiIIOllno分 (フランス)

フランスJ会J;あト3LB~II 小体エイラ 20.0001'1 81 1í， i~ 、 1 81"1 午前lOu.no分 (7 Iンランド}
901tlhlJlt会品 1，):巡全IIMII イiそ IHiU 26.00011J 
初級、361"1 '1: Iji!l 01l.f20~t (十'1/.1KI) 

10外同人のた均のH511本11 1，):;主l火IIMII 11 -1~II {~11昨r.rli 1眠:f'1・
伺~*ì'~\~ 火)、] 午 Ijíj lOIl与30~Ì' :ドランティ7 (教材1~')m)

外I~人のための日~Io本l 71F.i!M tlll，' 11 11 ~~ I:{t ll昨r.'li 無 料
l l atfI21{j;}、3 午後l時30分 ボランティ7 m材1~実質)

12外Ikl人のための イi'<lIlilll ポランテ17占的 111115001' J 
文化"YiN( JI 21"1，['0立 品101こtl:県なります l教材'1~~H?l

※ 91会Jfi 初級は，~M3 級料j文。
※8 JI と W~〆l'-!t.ìIま i本III\~ します。
※受品料は .-t，f;納入とします。
※外|司人のためのよ:lt ，JiN~1立 、 '1:.け化、 科JlI\ 、-tli り紙、千五、
お茶、 ちぎり絵などを)，~I\ 、ます ( 作 1111 ごとに参加できます)

v国際交流協会語学講座
市
民
プ
ラ
ザ
で
は
、
れ
下
山川栄

一系
の
々
に
発
いいぷ
の
助
を
蛇
供
す
る

と
川川町
に
、
押
さ
ん
に
さ
ま
ざ
ま

な
行
裂
を
何
軒
に
裂
し
ん
で
い
た

だ
く
た
め
H

プ
ラ
ザ
コ
ン
サ
ー
ト向

を
山
似
し
て
い
ま
す
。
何
川
U
J

を
い
た
だ
い
て
い
る
、
こ
の
コ

ン

サ
ー
ト
の
川
出
ぃ
引
を
必
集
し
ま
す

V
開
催
予
定
月

6
川、

9
川、

千
成
日
作
i
川、

3
川

(
い
ず
れ

も
ト
し附
日
午
後
5
時
泊
分
間
出
)

V
場

所

山

民
プ
ラ
ザ

V
応
募
資
格
山
内
伝
川
-

h

代
小

・

伐
跡
、
ま
た
は
山
内
で
市
助
し
て

い
る

ψu
r在日仇
所家

・
グ
ル
ー
プ

※
名
川
の
山
出
お
は

3
紛
糾
刊
皮
で
、

出
必
叫
川
は
1
組
泊
分
科
出

V
音
楽
の
種
類

ジ
ャ
ン
ル
は
川

い
ま
せ
ん

(ア
ン
フ
は
仙
川
不
り
)

V
出
演
料

謝
礼

・
火
辿
伐
と
し

て
I
机
a

作
5
0
0
0
川
を
よ
給

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
中

込
品川

(山
民
プ
ラ
ザ
に
川
法
)
に

必
泌
下
砲
を
別
J

出
し
、
市
民
フ
ラ

ザ
宮
(約
)
2
1
1
1
へ
山
崎
桃
山

青
年
海
外
協
力
隊
隊
員
募
集

川川作
・海
外
協
h
H
隊
は
、

ア
ジ
ア
、

ア
フ
リ
カ
、
中
近
点
、
小
山
水
、

オ
セ
ア
ニ
ア
、
ぃ
米
欧
浦
川
な
ど
の

川
づ
く
り
に
協
h
H
す
る
、

H
H
作中の

海
外
ボ
ラ
ン
テ
f
ア
的
動
で
す
。

羽
化
、

円
カ
川
で
2
5
7
4
名
、

そ
の
内
、
以
内
か
ら
は
1
4
3
名

が
日
制
山中
で
す
。

あ
な
た
の
ほ
術

・
経
験

・
仙川
棋

を
作
い
か
し
て
み
ま
せ
ん
か

V
説
明
会
日
時

4
川
初
日
(
木
)

午
後
6
時
泊
分
か
ら
8
時
珂
分

'v
場
所

松

μ市
川
労
会
館

(松

.い駅
州
け
か
ら
仙川
広
約
山
分
)

V
内
容

川
川
凶
mU
の
川悦地
で
の

体
験
凶
行
、

Jb必
-法
制
の
ぷ
川、

リt
r
h
p三

H
・
.bt
、
m
q
M

リ
川
!、F

lqh
/
J
山
叩
川

v
l
a
叩

り

訓

刊

υM白
引

.wh

・

0
蹄
員
応
募
要
領

V
資

格

却

成
以
卜
知
成
ま
で
の

川
上
小
川
和
を
持
つ
佐
山
な
m
H
K

V
募
集
人
員

約

1
4
0職
靴
、

約
8
0
0
人

(派
泣
，

r定
川
ほ
約

ωカ
川
)

V
派
遣
期
間

V
待
遇
等
現
地
午
前
貨
は
HH
年

海
外
協
h
H
階
下
務
川
で
れ
判

V
募
集
期
間

4
川
川
川
(川
)か

ら
5
川
初
日
(
LL
)

※
応
必
K
M
法
な
ど
、
汗
し
く
は
県

社
会
品
川
少
年
火
性
ぷ
宮
0
4
3

(2
2
3)
2
3
9
6
へ

似
川
と
し
て

2
年

V

日
時

・
場
所

5
川
口

日
(
k
)午
前
同
時
か
ら
午

後
3
川
、
下
れ
の
-K
少
年

山
然
の
一
ぶ

(刷
ベ
%
施
)

V
募
集
散

作んね
加
山

V
出
庖
料

5
0
0刊

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ

4
川
口
日
{水
・)
か
ら
、

刈下山
で
川
少
作
山
伏…の・米

包
(
引

)1
9
2
3
へ

。
市
民
図
密
露

。
湖
北
台
分
館

。
布

佐
分
館

。
移
動
図
密
館

m
u
(心
的

)1
1
1
0

8
(町
)
3
0
5
5

g
(回
)1
3
1
1

8
(町
)0
9
0
9

止
一判則元
一
盟
主
主
均
一行

-m
s
-E
E
E
E
ω
雨

期
一例一
切
一
主
主
担
当
主
判
一三
担
当
主
主
主
哨

慌
一
綿
一叩一

川

市

布

石

市
一

∞
一
均
一
笠

m
一
ω
一川
一
ω
一
ω↑

程
-川
同作
』
比
』は
』
比
」い
FKH川」
l
仁
一2
1
2
2」lk
-
z

一三

堕

一

知
一同
一同
一ト
一
同
一
盟
主
川
一
世
同
一
同
一
同
「
』
州
一

月

一
i
一民
一公
一公一

川
一と
一辺
一
小
一
入
一
川
己
目下
、
一公
一公
一タ
一小一

4
一所一
引
一
ミ

J
J一と
公
一
向

一
υ一
宅
一
地
一
ノ

一蛍一
山
一ン一

U
一

固
有
一

一
μ
一川
一い
一山
一ヒ
一川
一小一
社

一以

一川
一此一
;
一セ
一例一

凶
民

一
i
一川
一け
一
し
い
一川
一J
一川一

t
一機一

r一色
一
以
一
一
¥
一昨
一Jビ一

時

1.一
q-地一也一
ムH
一いけ
一.
‘
一訪一

川
一川
一
ィ
一
九
一

行
一
作
一
口
一川一

命

M
一j

一

ι一K
L
j
一ケれ
一小

ι吉
川
“
一川

一ラ
一日
一
子
一ド
一
叫
一
三

・・
-
E
2
M
F
2
相
-一

Er-
-Y
Eと
f
-U
一ドL
日己
i

一シ一

』
r
‘F
-

-

・
-
t
E
J
i-
-
k
o
-

-
i
l
-
-
-一
ζ

{
-
ノ
ノ

-

-

-

1
二
T
F
-
いれ

司

U
回目
一

一洲
一小
一柴
一
例
一新

一久
一
収
一三

カ一
台
一
天

一泊

一帆一
約
一

・・
E
4一
i
'
Q
M
i
l
o
-F
'
1
-

2

}

6

3
17
一4

8

-

動
館
一E
一
f
.
1

f
.
2
一7
.
2
一
1
.
2
1
.
2
一1
.
2
一

路
鴎
副
門

別

刷

創

刑

制

創

※I・I匁…11;&から9成までの)J

4
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

vおはなし会
場 所 日 日寺

rli 1¥':会館 611、201l(木)
第4会議室 16:00-16: 30 

，(liW分町i 1311、2711(本)
おはなしのへや 16:00-16:30 

i~I .1と台分百i 1411 (全)
9~ ，'ìi: ， I :: フロア 16: 00-16: 20 

4
川
口
日
(水

)
I
5川
7
H
(川
)

入場!!!f，1"j.

回措置車董回E
川
の
ま
だ
京
胤
の
吹
く
辺
端

で
、
ノ
ボ
U

ギ
ク
が
此
色
い
化
を

館分佐布 品4且斗E?北{:古月コA 場
所

司t・1il1l 
;J<. 
.I~!.~ 作

( jilij 
4 

ロロロ2 5 
，1;1;( 

主n花111:'とt 
)11 ，けULIρ 

J彦:1¥ 子手IJ

J火口IS
IU 作
点ノj、
丈-肝
、キ 者
四ク
~!í' メ

枝:.j.士ノl、、
林

つ
け
て
い
ま
し
た

花
は
ぶ
か
ら
以
に
か
け
て
咲
く

も
の
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
地問叫

な
地
域
で
は
.
年
中
け
んる
こ
と
が

で
き
ま
す

「初
日
の
出
作
め
ば
肌
け
り

の
ぼ
ろ
焔
」

.
水

こ
の
刷
物
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
似

-w.

の

h
.. 化
・いいで
、
別
的
の
初
め

1
2円凶
日
本
へ
政
っ
て
米
た
と
い
わ
れ

・...

あ あぴ
.f!乙部 I;i、J-

び イ;y，12 11 
、 ー

義諸境白Vえ i] 
1"1 」 」

丈z テJ ~~ 催

制dZ」L :j ツ な し
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主
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ラ.ゴ3 術ノJ今L、Z 
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わ
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Jポロ苧タ
(きく科)

ま
す
。
犠
や
必
は
采
ら
か
で
、

告
は
よ
く
分
校
し
ま
す
。
化
は

L
V

叫，
o
↓川
北
と
川町
ば
れ
る
形
態
で
、
小

さ
な
筒
状
化
がい恥
山
仰
い」V
に
集

ま
っ
た
も
の
で
す

花
後
に
山
米
る
川ボ中山は
制
H
N

く
、
縦
に
卜
例
の
脈
が
れい庇
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
栄
夫
の
民

μ
は

n人

'v・7
一以
も
と
よ
ば
れ
る
多
く
の
什
い

も
か
あ
り
、
川
机
…
す
と
タ
ン
ボ
ホ

の
よ
う
に
胤
に
来

っ
て
泣
く
ま

で
品
川
ん
で
い
き
ま
す
，

H

J

'

h

y

Z

E

 

肝
慌
問
仰
の
む
れ
は
、
郎
町
仙
川初

(別
名
サ
ソ
ギ
ク
)
に
似
た
肝

に
作い
え
る
いい
と
い
う
立
味
で
す

こ
の
引
に
は
ア
ル
カ

υ
イ
ド

の
七
ネ
シ
オ
ニ
・
/
か
ん
パ
ま
れ
、

氏
べ
る
と
叶
.3訂
や
ド
州
な
と

か
起
-
}る
と
い
う
こ
と
で
す

(丈

-VH.(
佐
久
川
俊
一行
)



(6) 
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実施日 実施場所 実施時間

白山南公園(自Ul2丁目) 9:20-9:50 

4月10日(月) 央 パdμk、 民 鮪 10:20叶1:∞
延期の場合1i17日 ときわ台公園 (船戸l丁目) 11:30-12:∞ 

台国池尻公園 (台邸3丁目)13:20-14:10 I 

柴崎自治会館前 9:20 -. 9:50 I 
4月11日(火)泉 3 号 公 国 10:20-11:∞ 
延期の場合lil8R青山台l号公園 (拙院下) 11:30-12:10 

天王台南児童公園(天王台6丁目)13:30-14:20 

。くし野 5号公園 9:30-10:30 

4月12日(水)久寺家あけぼの公邸|11:10-11:40 

延期の場合lil9日カクライ家具センター駐車場 13:∞-13:50 
子ノ事11;神社 I"J1前14:20-15:∞ 
上新木集会所 9:30-10:10 

4月13日(木)新木児童公園(新本団地内)10:40-11:40 

延期の場合は20日布佐 l丁目第2号公園 13:ω-13:50 

布佐南公園 (布佐平和台3丁目)14:20-15:10 

中峠下集 会所 9:30-10:20 

4月14日(金)天王台 東児童公国 11:∞-11:40 
延期の場合112旧 湖北台7号公園(正車寺北自)13:ω-13:40 

湖北台111央公園(市民センター寄り) 14:10-14:50 

延4期月の1場5合ト|11(2上1日)保健センタ -19:30-11:30 

2000.4.1 

健康

ガイド

忘
れ
ず
に
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う

狂
犬
病
予
防
注
射

~ 

一、=
犬
の
笠
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

を
左
衰
の
日
租
で
行
い
ま
す
。

狂
犬
病
は
、
発
病
す
る
と
死
亡

率
が

1
0
0
%と
い
う
恐
ろ
し
い

州
試
で
す
。

愛
犬
に
は
ト
均
年
、
狂
犬
病
予
防

注
射
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

V
費
用

*
新
た
に
犬
を
飼
っ
た
場
合
・:
6

3
0
0円
(
m
q
鉱

・
注
射
代
)

牢
平
成
7
年
度
以
降
登
録
前
み
の

場
AN-
--3
30
0円

本
鑑
札
再
交
付・
・・
1
6
0
0円

V
注
射
を
受
け
ら
れ
な
い
犬

電界61 

V狂犬病予防注射日程表

第1018号

日開自に病気・歯痛になったら

休日診療所ヘ

*
平
成
7
年
度
以
降
に
他
市
町
村

で
笠
録
し
、
本
市
に
侭
入
し
て
か

ら
変
一見
手
続
き
が
消
ん
で
い
な
い

犬

申
生
後
引
日
米
制
の
犬

V
注
意
事
項

①
犬
が
1
カ
月
以

内
に
他
の
ワ
ク
チ
ン
を
注
射
し
て

い
る

②
妊
娠
や
佐
山
上
に
問
題

が
あ
る

③
飼
い
主
が
犬
を
押
さ

え
て
静
か
に
さ
せ
ら
れ
な
い
助
合

な
ど
に
は
、
注
射
が
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

※
午
前
中
が
雨
天
等
で
延
則
の
場

合
は、

午
後
も
延
則
し
ま
す
。
天

候
等
に
よ
る
実
施
、
延
期
な
ど
、

不
明
な
点
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

V
問
い
合
わ
せ

保
他
セ
ン
タ
ー

宮
(
釘

)
1
1
3
1

障

害

者

の

方

に

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
を

交
付
レ
ま
す

市
で
は
、
身
体
陣
記
者
や
知
的

障
害
者
の
方
に
、
タ
ク
シ
ー
料
金

の
一
部
を
制
助
す
る
た
め
、

一制
祉

タ
ク
シ
ー
券
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

恒・・成
ロ
年
度
の
一
制
枇
タ
ク
シ
ー

券
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
対
象
と

な
る
方
は
生
活
支
援
加
で
中
山
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
前
年
度
の
柿
社
タ
ク
シ

ー
券
は
、

使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で

返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

V
交
付
を
受
け
ら
れ
る
方

身
体

附
当
者
手
帳
1
・
2
級
、
ま
た
は

抑
打
手
帳
A
・
@
を
所
持
し
て
い

る
市
内
在
住
の
方
(
児
)

V
交
付
枚
数

1
カ
月
4
枚

(人

工
透
析
を
受
け
て
い
る
方
は

1
カ

月
8
枚
)

V
交
付
に
必
要
な
物

身
体
附
告

者
手
帳
ま
た
は
療
行
手
帳

V
申
請
先

・
問
い
合
わ
せ

生
活

文
接
限
宮
(邸
)
I
l
l
-
(市
役

所
西
別
館
2
附
)

※
千
策
山川
タ
ク
シ
ー
協
会
で
は
、

身
体
附
円
若
手
帳

・
山町内
υ手
似
を

お
持
ち
の
方
に
、
等
級
に
凶
係
な

く
タ
ク
シ
ー
料
金
の
l
割
引
き
を

行
っ
て
い
ま
す
。
利
川
の
際
は
、

手
帳
を
告
示
し
て
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

心
の
相
談

-
一
家
庭
や
学
校
、
職
場
の
人
川
凶

係
で
疲
れ
た
り
、

い
ろ
い
ろ
な
こ

と
が
不
安
で
限
れ
な
く
な
っ
た
り

し
て
い
ま
せ
ん
か
。

市
で
は
、
毎
月
l
回
、
時
川
医

に
よ
る
心
の
他
府
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。

心
の
川
組
や
家
族
の
こ
と
で
悩

ん
で
い
る
方
、

一
位
相
談
に
い
ら

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

V
相
談
日
時

4
月
5
日
(
水
)
、

5
月
旧
日
(
水
)
、

6
月
7
日
(
水
)

午
後
1
時
却
分
か
ら
3
時
却
分

(以
降
、
毎
月
第
l
水
附
口
に
山

似
し
ま
す
。
日
松
は
広
報
i
H
ひ

以
終
而
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
を
参
照
)

V
場
所

相
祉
総
合
相
談
主
(
市

役
所
西
別
館
2
階
)

内科・小児科…
f午前9時から11時30分

受付時間イ午後1時から4時30分

l歯科…
、午前9時から11時30分

持 参健康保険証と診療費

電話番号 ft(87)7020 (診療日の
午前9時から午後5時に限る)

| 夜間に急病のときは | 

宮E闘函宙開幅-
※4月の各種健診と健康教室は、保健センターのご案内をご覧ください
拍保健所の相談 柏市柏25 5 (国道6号呼塚交差点付近)fi(67)1255 

乳幼児発達相談 27R 13:∞-15:30 発達の遮れが心ð~ 発達心理相談μ.保健品。の相談・
な2緩までのf 指樽 屯ddで予約(1也j或桁噂班)

痕育相談 27日 13:∞-14:∞ 整形外科的に心配 教形外科医の;診察、保健島I}の相談・な18歳未満の子 指樽持参…l主子世ttbll'手似

アルコール悩みごと相議 17B 14:∞-16:00 アルコール/1リ泌を 精神保健相談μの相談抱えた本人、家政 専門医の相談は予約が必~です

心の健康相談 7日、14日14:∞-16:00 精神病、初判!神続 抑制l保健相談μの相談
21日、28日 症でti再んでいる)j 嘱託医の相談{ま予約が必要です

V
対
象

不
安
・
不
服
な
ど
で
悩

ん
で
い
る
万
や
、
家
艇
の
性
栴

・

行
動
に
つ
い
て
悩
ん
で
い
る
み

V
佐
用

旅
利

(予
約
制
)

V
申
し
込
み
・
問
い
合

わ

せ

引

前
に
屯
芯
ま
た
は
直
接
、

一制
祉
総

合
相
山
政
室
宮
(悩
)
1
1
2
2
へ

災
害
時
の
応
急
一
禁
一
活
動
の

協
定
を
接
骨
師
会
と
締
結

市
で
は

3
月
l
目
、
我
孫
子
市

接
竹
師
会
と
災
担
時
の
応
急
救
護

市
助
に
つ
い
て
の
協
定
を
結
び
ま

し
た
。

こ
の
協
定
で
は
、
①
故
議
所
で

の
医
師
会
医
療
技
波
班
へ
の
協
力

②
ケ
ガ
を
し
た
方
に
対
す
る
応
急

救
護
活
動

(柔
道
推
彼
師
法
に
規

定
さ
れ
た
業
務
の
純
問
)
の
尖
施

③
応
急
故
護
活
動
を
行
、
っ
と
き
に

仙
川
す
る
術
生
材
知
一
ニ

ガ
ー
ゼ

・

包
初
等
)
の
蛇
供
を
災
住
時
に

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

健
康
メ
モ
@

。
t.. 

主
な
似
閃
は
、
制
神
的
な
ス
ト

レ
ス
や
神
経
質
な
性
格

・
体
質
で

起
こ
る
も
の
で
す
。
症
状
と
し
て

は
便
通
異
常
(
便
秘
や
下
痢
な
ど
)

が
起
こ
る
詑
候
昨
で
、
近
年
大
変

多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

腸
の
働
き
を
つ
か
さ
ど
る

n作

神
経
の
尖
訓
が
そ
の
働
き
を
乱
し
、

脇
町
汀
の
運
動
が
前
発
に
な
っ
た
り
、

低
下
し
た
り
す
る
た
め
に
、
こ
の

現
象
が
起
、
」
り
ま
す
。

タ
イ
プ
と
し
て
は
次
の

3
つ
に

分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
下
痢

my
--将段
、

山
家
で
務
ち
必

い
て
い
る
時
は
何
で
も
な
い
が
、

過

敏
性
腸

会 V くしに長lや し ら イ史観d!'.!*り l ア 規に本切た _ 67 ~〒 4 容の名複 V 合る ........... ~犬 V タ ......"寺 V
四 の 、、分 iÚ~:犬二 日 IJ 長わ機 i'í'ft 柴まな Jレ則刺食 で め a圭~ ~ .~ 2 )J 、希、ハ申はプ7定参技に 内 l場か 日
§2Z繁障壁努空宇22γIJ援SZ7r学返す三 J.iE~銀; げ 書誌議 Z 主 盟諸 員裂謀 之容箔 所 卒 時
5 わい やにな場主が叫す普 向 法つ 晴ルく る法 よー-73他 1- 而折、にみ ) 人 50 - 政φ抑戸後 5
2せて努ム議念弘一:駐 英PiiA 試ギ実号ム ~ ~盈 へ別企 2 11V 差 向 芯へ52怒話器語れ
が tt志す存在程努引!; 222主管 tI宍 れね悦九料品史姥替問巧
f二 て続決まはな i辺楽 n'j統 る 、うづJ.)]訪 こ 串単 生 存，- を し、住わ 多 同 容 "11 同 和 )
Ij い状をす 、り見 な 化 iε ベコにをを と 室主 肌 1打 ま ゆJた犬所 せ 数字1'.科 JI::.W ② 談
!返 たをせかガ 州北 ど 作断 く lす控さ が 但十 宮柏 で記 い問、 のさ r-犬 デ
flili だぷずらン 税な がill1斉I! 越ヒ ミ失ら 大 F ・ 2 にL...Iノサ伴 氏全t: j必れ:.!.3

Õ::; ~ O 牢机 V 式 ....."?:;?持3問。短瓢 毎??;:;;!13二ι王手足州は
2の 〉 ベ 雪 空 す 佐~ 山本 寛太選 応募先子270・11 921:li:孫子1858市役所広報広l臨謀
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市
民
的
動
支
援

V
問
い
合
わ
せ

訓
告
(お
)I
I
I
-

胃
炎
・
ネ
フ
ロ
・
・
ゼ
児
を

守
る
会
県
大
会

V
日
時

4
月
泣
日
(
土
)
午
後
l

時
か
ら
4
時

(多
川
皆
無
料
)

V
場
所

千
治
市
民
会
飢

(J
R

総
武
線
京
千
部
以
か
ら
徒
渉
5
分
)

V
内
容

医
療
説
副

①
「
肝
臓

州
と
の
上
手
な
付
き
合
い
方
」

・

字
削
川
淳
子

(閏
立
療
養
所
千
葉

班
病
院
小
児
科
医
長
)
②
「
曲
と

他
府

l
日
常
生
活
で
の
注
意
点」

:・
宍
合
間
子

(
国
立
損
益
所
千
お

京
病
院
歯
科
医
長
)
、
体
験
発
表
、

W
R
M応
答
ほ
か

V
定
員

1
5
0人

V
申
し
込
み

当
H
杭
接
会
場
へ

V
問
い
合
わ
せ

千
郊
「
腎
炎

・

ネ
フ
ロ

1
ゼ
児
」
を
守
る
会
予
初

日
E
0
4
7
(4
6
3
)
5
3
o

nu 
会
社
や
学
校
に
行
く

nの
仰
に
な

れ
w

a

a

M

B

、

る
と
お
胞
の
訓
子
が
必
く
な
り
守

通
勤
・
通
学
の
途
中
で
使
誌
を
悩

し
、
途
中
下
車
を
し
て
ト
イ
レ
に

駆
け
込
み
、
下
痢
を
す
る
タ
イ
プ

②
悦
秘
型
:
・使
過
が
あ
っ
て
も
鉛

怖
い
の
よ
う
に
制
く
な
っ
た
り
、
コ

ロ
コ
ロ
し
た
伎
が
山
る
だ
け
で
、

段
使
感
が
あ
る
タ
イ
プ

③
使
俗
と
下
痢
を
繰
り
返
す
型
・.. 

腸
管
の
巡
動
機
能
異
常
を
最
も
反

映
す
る
型
で
、
腹
痛
を
伴
、
つ
ケ
イ

レ
ン
陀
の
使
泌
か
ら
下
痢
に
移
行

し
、
さ
ら
に
ガ
ス
椛
状
を
伴
う
こ

と
も
あ
り
、
令
体
の
ほ
ぼ
下
数
が

こ
の
タ
イ
プ

過
敏
性
脳
椛
候
昨
の
珍
断
が
つ

い
た
ら
、
心
身
両
而
か
ら
治
療
を

行
い
ま
す
。

本
一
般
的
中
市
山
間
法
・:
胤
則
正
し

い
生
活
、
迎
度
な
辺
助
と
休
比覚、

十
分
な
睡
眠
に
よ
り
ス
ト
レ
ス
を

犬
の
正
し
い
飼
い
方
・

し
つ
け
方
教
室

俳句

札 q:.
子子

E選

此付近
し
ド
ガ
の
踊
り
子
生
き
生
き
と
白
山川

大
通
り
郎
か
く
し
ゅ
く
春
シ
ョ

ー
ル

山

野

と
き
め
き
の
ロ

l
マ
の
旅
や
花
ミ
モ
ザ
小

林

光

江

木
下

明
子

榊
一
作
千
仙
チ

・一日山版
多
加
雌

川
m

d

中

肝

武

今
井

岩
夫

小
師
川
市サ

剛

刊
紙

柿

川
上

進

也

竹内

ぶ 11三作 l味 一 |場作令州j'jじ
ら Ffl土佐11(7輪炎号制ιし丘l
ん艶他与すl'のの十til'(き控
こも がiTのぽ iliJJ や介，，~~:
のーな l臥品H つ IIIl老躍に
'liLiき のにとを人HiIJ'1''( 
みしl友今 l咲た会 l立を
の笛に採 きどへや 1;11
rl'や 手 り居 る問来引?
に*-k1~ しり試しな 柏お冬
チゐitJF小村正 -tlょ:llら抑づご
らむく松のの べ ゆjゅも
の 来:首位? り
，:-1を 吋

-一え

古
山町が
能
も
て
柿
き
し
副
の
ご
と
し
幽
寂
の
庭
に
古

の

倍

散

る

は

村

阿

些

つ
e
t
t
v
b

爪
木
附
の
仰
の
な
だ
り
に
咲
き
脱
ふ
肝
性
の
水
仙
に

海

胤

強

し

山

内

m史
江

か
ん
は
〈

併
的
き
の
雌
の
耐
水
波
り
行
く
#
ま
だ
泌
さ
冬
H
利

に

て

祈

応

尚
二

大
利
根
の
山
焼
き
に
し
跡
に
来
て
蒋
の
芽
ぐ
み
の
確

か
な
る
見
る

川
上

進

也

久
々
に
川
り
来
る
息
チ
迎
へ
ん
と
玄
山
の
外
灯
あ
か

と
'
b

あ
か
と
山
…

す

小

山

礼

子

L
P
K
 

沼
町
よ
り
手
紙
の
β
が
す
き
と
い
ふ
友
に
認
む
梅
咲

き
し
こ
と

木

村

梅

り

ん

ご

は

さ
さ
や
か
に
は
あ
れ
ど
好
め
る
食
引
終
へ
林
楠
も
食

み
て
独
り
謝
し

お

り

馬

場

千

鶴

子

祭
り
耶
に
片
脚
立
ち
て
白
足
袋
を
胤
け
ば
よ
ろ
け
る

ル
』

E』
成
と
な
り
た
り

中
肝

武

ひ
と
が
ん
寸
ペ

何件円川の
'K
州
市「
術
受
け
し
が
さ
ら
さ
ら
に
れ
じ
き
た

れ
ば
心
叩
れ
ず
と
ふ

ボ
海
林
ぷ
和

h

M

h

M

処

uzhv

s
e作
e
-

‘ιv
と''

mら
和
す
念
仏
和
必
の
向
ま
り
て
脳
間
づ
れ
ぱ
妹
以

小

山

順

也

ち
く
る

H
摺
っ
て
く
だ
さ
い

H

本
フ
ァ
ク
ス
〈
府
井
宮
(制
)
4
8
9

8
〉

串
ピ
ア
ノ
の
補
助
ペ
ダ
ル

〈定
点
宮
(部
)
6
7
6
8
〉

V
申
し
込
み
谷
辿
絡
先
に
庇
接

氾
話
し
て
く
だ
さ
い
。
コ
ー
ナ
ー

尚
械
は
、
氾
河川
で
市
民
生
前
A
へ

V
問
い
合

わ

せ

商
工
観
光
品
宮

{お
)1
1
1
1内
線
3
2
9
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公
民
館
学
績
講

生
を
募
集

ー
と
も
に
学
び
新
し
い
自
分
発
見
(
)

公
民
館
で
は
、
4
月
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
前
座
・
学
級
を
開
放
し
ま

す
。
新
し
い
仲
間
を
作
り
、
い
っ

し
ょ
に
学
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

申
し
込
み
要
領

• 

@
「
の
び
の
び
親
子
学
級
」
に
応

募
さ
れ
る
方
は
、
対
象
と
な
る
お

子
さ
ん
の
阿
割
、
生
年
月
日
、
性

別
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

対
象
児
よ
り
小
さ
い
お
子
さ
ん
を

辿
れ
て
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、

そ
の
旨
を
明
記
の
こ
と
。

⑤
「
家
庭
教
育
学
級
」
に
応
諒
さ

れ
る
方
は
、
希
望
学
級
名
、
お
子

さ
ん
の
学
校
名
、
附
斜
、
生
年
月

日
、
性
別
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
し
込
み
は
学
校
で
配

布
の
申
込
世

(
入
学
式
以
降
配
布

予
定
)
で
も
可
。

※
子
ど
も
を
辿
れ
て
の
参
加
も
可
。

①
対
象
は
、
市
内
在
住
の
方
に
限

り
ま
す
。

②
申
し
込
み
は
、

一
人
1
学
級
、

2
講
座
ま
で
と
し
ま
す
。
(
た
だ

し
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

③
「
お
母
さ
ん
の
子
育
て
学
溜
釜
」

に
応
募
さ
れ
る
方
は
、
対
象
と
な

る
お
子
さ
ん
の
氏
名
、
生
年
月
日

性
別
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

市

民

カ

レ

ッ

ジ

〈
文

学

・

歴

史

コ

ー

ス

)

我

孫

子
、

わ

が

ま

ち

再

発

見

一一、=

二
万
年
の
歴
史
を
も
ち
、
白
樺
派
に
愛
さ

れ
た
我
孫
子
。
我
孫
子
の
歴
史
、
文
化
、
暮

ら
し
に
密
着
す
る
課
題
や
地
域
の
こ
と
な
ど
、

同
じ
思
い
を
抱
く
仲
間
と
い
っ
し
ょ
に
学
び

ま
せ
ん
か
。
(
我
孫
子
の
文
人
た
ち
、
手
賀

沼
湖
畔
の
文
学
散
歩
、
船
上
見
学
な
ど
)

V
学
習
日

5
月
か
ら
3
月
ま
で
の
第
l
・
3
土

曜
日
、
午
前
川
時
か
ら
正
午

(全
日
回
)

※
内
容
に
よ
り
午
後
ま
で
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

V
学
習
場
所

中
央
公
民
館

V
対
象
・

定
員

同
歳
以
上
の
方
。
刊
人

V
参
加
資

1
0
0
0円

思
春
期
講
座
(
前
期
)

子
ど
も
の
心
と
ど
う
向
き
合
い
ま
す
か

子
ど
も
か
ら
大
人
へ
の
思
春
期
は
不
安
や

悩
み
が
い
っ
ぱ
い
。
そ
ん
な
子
ど
も
の
心
に

寄
り
添
い
、
支
え
る
た
め
に
必
要
な
も
の
は

何
か
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

V
学
習
日

①

5
月
却
日
(
火
)

②

6
月
9
日
(
金
)

い
ず
れ
も
午
前
川
時
か
ら
れ
時
泊
分

V
内
容

①
・:
「
子
ど
も
の
心
理
を
採
る
」

②
・:

「
こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
?
」
|
子
ど
も
の
ト
ラ

ブ
ル
と
親
の
対
応
|

V
講
師

福
屋
武
人
(
川
村
学
園
女
子
大
学
教
授
)

V
学
習
場
所

中
央
公
民
館

V
定

員

加

入

V
参
加
費

無
料

※
受
講
希
望
日
を
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

V
申
し
込
み
締
め
切
り

牢
長
寿
大
学
、
社
会
教
育
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
、
お
母
さ
ん
の
子
育
て
学
習

室
、
の
び
の
び
親
子
学
級
、
写
真

教
室
:
・
4
月
7
日

(金

・
消
印
有

効
)
*
市
民
カ
レ
ッ
ジ
、
思
春
期
前
座
、

家
庭
教
育
学
級
、
男
性
料
理
、
庭

木
の
手
入
れ
、
応
に
親
し
む
パ
l

ド
カ
l
ピ
ン
グ
:・
4
月
時
日
(
土
・

消
印
有
効
)

牢
高
齢
者
す
こ
や
か
学
級
・:
4
月

初
日
(
金
・
消
印
有
効
)

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ハ
ガ
キ

(
1
枚
に
l
学
級

・
講
座
)

に
、
①
希
望
学
級

・
郁
座
名
お
よ

び
学
溜
場
所
②
郵
便
祢
号
・
住

所

③
附
制

@
性
別

⑤
生
年

月
日

⑤
屯
話
帯
号

⑦

職
業

・

学
校
名
(
学
年
)
を
明
記
し
、
我

孫
子
新
田
M
中
央
公
民
館
宮
(
位
)

0
5
1
5
へ
(
月
明
日
を
除
く
午

前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
)

保
育
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
募
集

学
習
中
の
保
育
を
お
手
伝
い
し

て
い
た
だ
け
る
方
を
…
結
集
し
て
い

ま
す
。
お
子
さ
ん
の
好
き
な
方
、

関
心
の
あ
る
方
な
ら
資
格
を
問
い

ま
せ
ん
。

長

寿

大

心

豊

か

に

学

ぶ

人

価
値
あ
る
人
生
を
、
こ
れ
か
ら
楽
し
く
、

新
し
い
友
達
と
学
び
あ
い
、
心
豊
か
に
過
ご

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
学
習
内
容
は
み
ん
な
で

話
し
合
っ
て
計
画
を
た
て
て
行
い
ま
す
。

V
学
習
日

火
・
木
・

金
曜
日
(
月
2
1
3
回
)
、

午
前
9
時
却
分
か
ら
午
後
2
時
加
分

(全
羽
田
)

V
学
習
場
所

湖
北
地
区
公
民
館

V
対
象
・
定
員

昭
和
川
年
4
月
1
日
以
前
生
ま

れ
の
方
。
4
年
間
継
続
し
て
学
習
に
参「
加
で
き
、

定
械
を
お
持
ち
で
な
く
、
県
生
涯
大
学
に
在
籍
、

ま
た
は
入
学
予
定
の
な
い
方
。
白
人

V
参
加
費

5
0
0
0円

(文
集
代
含
む
)

生

を学

社
会
教
育
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

世
代
を
こ
え
て
共
に
支
え
合
う
地
峨
づ
く
り

少
子
高
齢
社
会
を
自
分
の
問
題
と
し
て
と

ら
え
、
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
が
送

れ
る
よ
う
、
そ
の
対
応
を
考
え
な
が
ら
、
共

に
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に

学
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
高
齢
者
福
祉
の
基

礎

(福
祉
の
現
状
、
施
設
見
学
な
ど
)

V
学
習
日

4
月
か
ら
3
月
ま
で
の
毎
月
第
1
・

3
水
明
日
、
午
前
同
時
か
ら
正
午

V
学
習
場
所

中
央
公
民
館

V
対

象

凶

歳
以
上
の
方

V
定

員

特

人
(
基
礎
コ

l
ス
の
み
)

V
参
加
費

1
0
0
0
円

※
基
礎
コ
ー
ス
後
、
自
主
学
習

・
実
践
を
し
な
が

ら
の
学
習
が
あ
り
ま
す
。
(
高
齢
者
福
祉
の
中
級

コ
l
ス
、
介
護
保
険

・
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
な
ど
)

男性料理 『料理の基礎』
~時節の素材を活かした総菜づくりを学ぶ~

砂学習日 5月から毎月第3土日程日の午前(全10回)
砂学習場所 中央公民館
砂対象 ・定員 18歳以上の男性、 30人 (以前受講された方を除く)
砂参加提 6000円(材料費)

庭木の手入れ
~庭木の箆定や仕立て方を学ぶ~

砂学習日 6月3日、 10目、17目、24日、7月l日のいずれも土曜日の午後
砂学習場所 中央公民館
砂対象 ・定員 18歳以上の方、30人 (以前受講された方を除く)
砂参加費 500円

お
母
さ
ん
の
子
育
て
学
習
室

考
え
て

み
ま

せ
ん
か

子
育
て
を

• 覧. 各 種講座

自
我
が
芽
生
え
は
じ
め
、
子
育
て
が
む
ず

か
し
く
な
る
幼
児
期
。
人
格
形
成
に
重
要
な

こ
の
時
期
の
心
と
か
ら
だ
の
発
達
を
知
り
、

子
育
て
に
大
切
な
も
の
は
何
か
を
い
っ
し
ょ

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

V
学
習
日

5
月
か
ら
木
曜
日

(6
月
2
日
の
み

金
曜
日
)
午
前
川
時
か
ら
正
午
(
〈
玉
川
回
)

V
学
習
場
所

中
央
公
民
館

V
対
象

・
定
員

満
3
歳

(平
成
8
年
4
月
2
日

生
ま
れ
)
か
ら
就
学
前
児
を
持
つ
保
護
者
。
加
入

V
参
加
費

1
0
0
0円

※
保
育
を
希
望
す
る
方
は
、
幼
児
の
氏
名
、
性
別
、

生
年
月
日
を
明
記
。

(
満
2
歳
以
上
)

の

び

の

び

親

子

学

級

親

子

で

楽

し

い

ふ

れ

あ

い

を

親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
軸
に
、
の
び
の
び
と

か
ら
だ
を
動
か
し
、
集
団
の
中
で
わ
が
子
の

姿
を
見
て
、
仲
間
と
話
し
合
い
、
ゆ
と
り
を

持
っ
た
楽
し
い
子
育
て
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
o

v学
習
日

5
月
か
ら
火
曜
日

・
木
昭
日
、
午
前

川
時
か
ら
日
時

(全
叩
回
)

V
学
習
場
所

中
央
公
民
館
(
木
曜
日
)

・
湖
北

地
区
公
民
館

(火
鴫
日
)

V
対
象

2
歳
児
(
平
成
9
年
4
月
2
日
か
ら
叩

年
4
月
1
日
生
ま
れ
)
と
そ
の
保
護
者

V
定
員

各
会
場
と
も
親
子
お
組

V
参
加
費

1
5
0
0
円

※
対
象
児
よ
り
大
き
い
お
子
さ
ん
を
連
れ
て
の
参

加
は
で
き
ま
せ
ん
。

写 真 教室
~初心者を対象に慌影方法や枝術を学ぶ~

砂学習日 4月30日、 5月14EI.21日、6月4日・11日・ 18日のいずれも
日l曜日の午前(全6回)
砂学習場所 中央公民館
砂対象・ 定員 16歳以上の方、30人 (以前受講された方を除く)
砂参加費 500円

鳥 に親 しむパード力一ビンク.
~手作りの楽 しさを昧わいながら自然環境への理解を~

砂学習日 5月から 7月までの第 1・3日曜日の午後(全5回)
砂学習場所湖北地区公民館
惨対象 ・定員 16歳以上の方、20人
砂参加費 2000円(材料費を含む)

家

庭

教

育

学

級

子
ど
も
の
可
能
性
を
考
え
よ
う

素
晴
ら
し
い
可
能
性
を
持
つ
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
、
同
じ

一
年
生
を
持
つ
親
同
志
で
、

い
っ
し
ょ
に
語
り
合
い
・

考
え

・
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

(親
と
子
の
関
わ
り
方
、
子
ど

も
の
心
を
理
解
す
る
、
自
主
企
画
な
ど
)

V
学
習
日

5
月
か
ら
3
月
ま
で
の
午
前
中
2
時

間

(全
日
回
)
、
運
営
委
員
会

(7
回
)

V
学
習
場
所

中
央
公
民
館

(主
に
金
曜
日
)
、

湖
北
地
区
公
民
館

(主
に
火
昭
日
)
、
布
佐
市
民

セ
ン
タ
ー
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
ホ
l
ル

(主
に
木
曜
日
)

V
対
象

小

学
校

一
年
生
を
持
つ
保
護
者

(一

年

開
通
し
て
参
加
で
き
る
方
)

V
定
員

中
央
公
民
館
・:刊
人
、
湖
北
地
区
公
民

館
・:加
入
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
l
ル
・:加
入

V
参
加
費

1
0
0
0
円

※
保
育
を
希
望
す
る
方
は
、
幼
児
の
氏
名
、
性
別
、

生
年
月
日
を
明
記
。

(
満
2
歳
以
上
)

高
齢
者
す
こ
や
か
学
級

わ
く
わ
く
す
る

1
年
間
を
ど
う
ぞ

よ
リ
多
く
の
人
と
の
出
会
い
を
通
し
て
、

学
習
し
な
が
ら
喜
び
ゃ
生
き
が
い
を
見
つ
け

て
み
ま
せ
ん
か
。

(
学
習
テ
ー
マ
は
受
講
者

で
決
定
し
ま
す
)

V
学
習
日

5
月
か
ら
3
月
ま
で
の
主
に
金
昭
日
、

午
前
9
時
叩
分
か
ら
日
時
加
分

(〈玉
ロ
回
)

V
学
習
場
所

中
央
公
民
館

V
対
象
・
定
員
昭
和
旧
年
4
月
1
日
以
前
生
ま

れ
の
方
。
当
学
級
の
修
了
者

・
長
寿
大
学
在
学
者

・

卒
業
者
で
な
い
方
。

加
入

V
参
加
費

1
0
0
0
円

' 
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ふれあいザロン

高齢者の皆さん
参加してみませんか

名 称 場 所 開始日 日 時 問い合わせ

天子山 稲田(個人の家) 4/3 
第l月曜日

ふれあいサロン lつ(Lfll-4-7) 10: 00-12: 00 
福田(82)27721

並木小
並木小学校 4/28 第4金『日日ふれあいサロン 10:∞-11:30 

さっきの会 l布S佐佐市地民i七まン福P祉-4'活E動l室陪) 4/11 
別式曜.~ 4 本曜日

福山(89)31439: 30-1 1:30 

湖北台西小
湖北台西小学校 4/26 第4水畷日 揃勝(削2746ふれあいサロン 10:00-11:30 

i却l北地区
湖北地区公民館 4/21 第3金曜日 州11(88)3736ふれあいサロン 10: 00-1 1:30 

我孫れ子あ第一小 我孫子第一小学校 4/25 第4火曜日 4t谷(84)2962
ふ いサロン 10:ω-11:30 

我孫子第二小 我孫子第二小学校 10/4・11/1.12/6 中央公民館
ふれあいサロン 10:ω-11 : 30 (82)0515 

vふれあいサロン開設場所一覧
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はら たつみ

原 巽 くん

(布佐 ・1j議2カ月)

回目回国
楽しく遊ぼ う
〈学校週5日制関連行事〉

第 2土曜日の学校休業日に、卓

球や折り紙などで、みんなで楽し

く遊びませんか。このほか‘第4

土曜日に子どもクッキングや編み

物、ヒップホップダンスなどがあ

る月は、広報あぴこでお知らせし

ます。

惨日時 4月から7月までの毎月

第 2土曜日、午前9時30分から 11

時30分(参加無料)

。友達と、からだを動かそう

砂内容 卓球

砂持参 ラケット (持っている方)、

タオル、上騒ぎ

ー錫市 中央公民館

。楽しく遊lまう

'内容 ①折り紙(折り紙.のり‘

ハサミ持参) ①おはなし会.語

り ③将様、オセロ

炉湯所 湖北地区公民館

炉問い合わぜ いずれも中央公民

館sl(82)0515

'我孫子市バドミントン連盟
第 20回春季大会
'日時 4月30日(日)午前8時30

分受付、 9時開始

帳場所 市民体育館

佐藤柚香 ちゃん
(天王台 ・l歳2カ月)

-< 

ソフトテニス我孫子選手権大会
(県民大会一次予選)

怪日時 5月?8(巴)午前8時30

分受付

~t易所 市民体育館テニスコー ト

'種目 一般男子、シニア男子

(45歳以上59歳以下)、シニア男

子 (60歳以上)、一般女子、シニ

ア女子 (各45歳以上)

砂競筏方法 ダブルス

惨参加資格 高校生以上の市内在

住の方

砂参加賀 1チーム 1000円

惨申し込み ・問い合わせ ハガキ

に2人の住所、氏名、 年齢、電話

番号‘種目を明記し、 4月24日

(月 ・必着)までに根戸894の45

縫名康雄会(69)3434ヘ
※雨天の際のB程は、後日連絡。

ボーイスカウト我孫子第2団
芝原お花見大会

惨日時 4月9日(日)午前10時か

ら午後 1時 (雨天φ止)

炉湯所 中峠地先ボーイスカウ 卜

我孫子第2団野営場(参加無料)

炉内容 太鼓演奏、ゲーム‘茶会

惨対象 どなたて・も

炉申し込み ・問い合わせ 電話ま

たはファクスて・高木公(88)4335ヘ
(ファクス兼用)

“ウィーンの森の仲間違"によ否
コン サ ートの タベ

惨日時 ・渇所 4月27日(木)午後

7時開演、森のホーjレ21(松戸市)

惨曲目 アヴエ ーマリア (シュー

ぺjレト)‘美しく脅き ドナウ(シ

ュトラウス)ほか

砂入渇料 3000円 (会席自白)

d努 rrfi 
~ 一、=

市丙示三中学校臨時講師
(チームティーチンヴ教員〕

個に応じた学習のため、担任と

ともに療業をしたり、 また学級や

学年を小集固化して教えるチーム

ティーチング教員を募集します。

炉資格 ・定員 小学校教員免許状

または中学校教員免許状 (数学)

そ持っている30歳未満の方、 3人

(小学校2入、中学校1人)

砂賃金 時給1210同

惨申し込み・問い合わせ 申込書

(学校教育課に用意)に教員免許

状の写しを添付し、 4月 10日(月)

までに教育委員会学校教育課包

(85)1151へ直接持参

|第16田植木まつリ出居者|
惨期日 4月29日(祝).30日(日)

惨湯所 手賀沼公園多目的広場

b資格市内在住で植木、 草花な

どの販売を業務としている方

b申し込み・問い合わぜ 電話ま

たは直接、 4月?8(金)までに公

園緑地諜sl(85)1111内線544ヘ

|あらキツズスポーツつラブ会員l
b日時 毎週金曜日午後3時から

4時

砂i場所 新木近隣センター

砂対象 3 . 4歳児 (年少.年中)

惨定員 先着20人

砂内容 マッ ト運動、跳ひ浦ほか

険会費 用額2000円 (入会金ま問

円、年間保険料500円)

砂符参 ポール 縄跳び‘主渥き

砂申し込み 4月7日(金)午後2

B寺30分、新木近隣センターで受付

砂問い合わせ友光会(69)6430

|ビデオ編集講座生l
'日時・渇所 4月から平成13年

1月まて切毎月第3日曜日午前10

時から午後5崎、市民会館

'内容 ビデオ撮影から編集まで

砂対象・ 定員市内在住者で全日

程受諾できる方、先着 10人

惨参加費 無料(交通認等は別途)

炉申し込み・問い合わぜ 電話て・

我孫子ビデオクラブ水野公(82)4ワ

55ヘ
'種目 男女ダブルス 1から3部 砂入湯券発売所 森のホール21チ

|ヨーガサークル会員!
砂練習日 毎週木曜日午前 9時50

分から11時20分

ー参加資格 1 . 2部はオープン、 ケットセンターほか

38sは連盟会員.市内在住在学

在勤の初J心者

b参加賀 1人 1200円、中学・高

校生 1人600円

炉申し込み ・問い合わせ ハガキ

に種目、ランク、 2人の住所、氏

名、電話番号を明記し、 4月20日

(木 ー必着)までにつく し野3の

2の1302梶谷孝男公(84)8236へ

|茶道連盟茶会 l
'日時 4月9日(臼)午前 10時か

ら午後3時

ー渇所 湖北地区公民苧Tん

ー席主 裏千家…村上宗展、大白
uレf

本茶道協会島淡月

ー席料 2席て・1αxコ同 (当日券有)

ー問い合わぜ 小野公(82)6161

i古利根つリーン作墜l

砂問い合わゼ 津川公(82)3426

1かがり び 山 の 会
沢 登 1) 講習会

惨日程 5月20日(土)から21臼

(日)の 1泊 2日

砂湯所 神奈川県丹沢水無川流減

惨対象 ・定員 健康な方. 5~6 

人 (応募者多数の場合は抽選)

惨参加賀 1万2000円 (保険料 ・

装備貨を含む)

惨説明会 4月12日(水)午後7時

30分‘相市重量四季台近隣センター

砂申し込み ・問い合わぜ 4月20

日(木)までに電話で森戸公(87)10

86へ(夜間に限る)

砂燭所 布佐南近隣センター

砂対象女性の方

惨会資 月額1800同 (入会金500

同)

砂申し込み ・問い合わぜ 電話で

長谷川笠宮(89)2113ヘ

|健康体操会員 l
'練習臼 毎週木曜日午前 10時か

ら11時3⑪分(月 4回)

惨渇所 市民会館
じき鼻う J.")こう1]')

惨内寄 自彊術体操、良向法ほか

惨会ri 月額2000円(年会W3αゎ

円)回国 目 砂申し込み ・問い合わせ 電話で

|我孫子空手道クラブ会員 |菊川公(問問へ
!大正琴講習会釘語!

ーBB寺 4月 16日f日)午前 9時か 30分から8時30分 惨日時 ・湯所 ① 4月 6日(木)午

ら11時(雨天中止) 惨渇所 湖北台東小学校体育館 後 1日寺、 中央公民館 ② 4月 128

b集合燭所古利根沼中央我湖水 炉会1'-2 月額小中学生 1500円、 (水)午後 1時、湖北台近隣センタ

路広場 高校生以上2000円 一(参加無料)

T>lき参 長靴、軍手など 炉申し込み・問い合わせ 篭誌で. t>申し込み ・問い合わぜ 篭誌で

悟問い合わせ 土子宮(87)2341 吉田宮(88)0862ヘ 小池公(82)0294ヘ

知的障害者更生施設みど 1)圏
臨時生活指導員

砂資格 高等学校卒業以上で、 20

成から40歳程度までの健康な方

砂定員 2人程度

砂勤務時間 週40時間で、安代制

(早勤 -遅勤夜勤)勤務

惨賃金時給980同 (突通費、時

間外手当別途支給)

惨申し込み・問い合わせ 電話て・

知的障害者更生施設みどリ因企

(87)0511ヘ (土 .8曜日を除く午

前 9時から午後 5時)

'げん きフ工ス タ2000
イベン ト参加者・協力者

子どもの遊びゃ文化にかかわる

大人たちが力を出し合い、今年も

「げんきフェスタ2000Jを開催し

ます。歌や音楽、人形劇、劇など

の努台参加者、遊びコーナースタ

ッフ‘介助などのボランティア‘

お手伝いくださる方、ぜひご連絡

ください。

砂日程 6月25日(日)午前10時か

ら午後4時

惨渇所湖北地区公民館 ・湖北小

学校

b資料請求・問い合わせ 栗原色

(83)3140、我孫子子ども劇場事務

局企(88)9078

湖北台バドミントンつラブ会員
砂練習日 ①毎週日曜日午後1時

から3時 ①毎週水曜日午後7時

から9時

砂湯所 湖北台西小学校体育館

険会費 月額1αヌコ円 (入会金1αlO

円)

惨申し込み ・問い合わぜ 電話て-

g因企(88)2705ヘ
。公共施設利用の継続的な活動は、

優先的lこ協所が確保されている乞

のではありません。

111 民:Izl {~r fjfi 

中央'im北地区公民鉛

ISの I}!lq勿自白

市 民 プラザ

民 会 館

つつじ荘

2000.4.1 (8) 

図四回目
百険物取扱書試験・講習会
(平 成 12年 度 前 期)
惨試験日 6月 11日(8)

砂煽所 日本大学生産工学部津田

沼校舎(習志野市)

傍受験料 甲種...5000円、乙穣一-

3400問、丙穏…2700円

b摘習会白程・渇所 5月 12日

(金)、船橋市勤労市民センター

惨受鑓料 3500円 (テキス ト代は

別途)

砂申し込み ・問い合わせ 願容

(各消防署-分署に用意)に必要

苧項を明記し、 4月 10日(月)から

148(金)までに、消防本部予防諜

予防係 金(81)7702ヘ持参

l 公民館の夜間開館 日を
週 4日にt広大 しま した
今日から、中央湖北地区公民

館の夜間開館日を拡大しました。

。中央公民館一毎週火金ー土ー

日曜日 、午後5時から 98寺

。湖北地区公民館…毎週水・金-

土 ・日曜日‘午後5時から 98寺

※祝日の場合は.休館となります。

砂問い合わぜ 中央公民館公(82)

0515、湖北地区公民館。(88)4433

1大規模小売庖舗出庖説明会|
砂日時・掲所 4月7日(金)午後

6時 、我孫子市商工会館

惨小売居舗名 ケーズデンキ我孫

子パワフlレ館

※詳しくは市商工会合(82)3131

労働保険料の申告・納付を忘れずに

労災保険と雇用保険の保険料申

告納付期間は、4月 1日から 5

月22日までです。

炉問い合わせ 千葉労働局労働保

険徴収課sl043(221 )431 7 

舎周の休館目
3(月)、10(JI)、II(ゾ()， 17(}J)、24(JI)

3(JI)、10(}1)‘17(fI)、24(Jl)、29(祝)

3(月)、1O(}J)， 17(JI ).24(fI) 

13(本)，20(木)

3(J1)， 1 O(}j)‘17(}J)、24(}J)

3(月上10(Jll、II(火)、17(}1l，24(JI)，25(火)、

国古11右11祉センター 29(悦)

iIi民 体行館 24(}J) 

ふれあ い工房 3(JI)、10(JI)、17()J)，24(JI)

相談等 ・場所が変わりましたの(3)面の庁舎案内図をご覧ください
内 ~ヨーr‘ 日 日寺 場 所 問い合わせ

ilil吋EI談(寸>k:':JflilJ)
6(木)，II(火)、18(:!().20(木)市民 相 談室

4必 " I叱 ?.!ll 
25(火) 9:30、15・30 (本Ji二 21Wf)

※予約は、 4rJ3EI(刀)8:30から氾話で必JF訓へ。

税務相談(予約flilJ)121 (金)10:00、15:00 本庁1陥商談室 収 税 ;県

※予約は、 4月 17日(J=J)8:30か らm請 で収税政へ。
人柿l ~，[I ;iOz 27(オミ)10:00、15:00 福祉総合相談室 生活支援t.!l!
行 政 相 談 27(木)10:00、12:00 市民相談 室 俗 f1F ?.!l! 

不動 産相談
14(王位)10:00、15:00

市民相談 室
.ill築知識?.!ll

長七 と包 オ・11 J.炎 i'IT民ホ ール

心の相談(予約制) 5(7)<.) 13:30、15:30 福祉総合相談室 納付総合相談室

他山札iJ3: 
7(イit)10:00、11:15 つつじ ;U::つつ じ;(:1;

1 4(~) I O:00、 1 1 :15 ÎI_4;~l ltl.i1ll : 'ヒンター 凶部情祉七ンデー

健Lliづく りうんどう教室 21 (金)10:00、11:00 日;台西1':1111納んどう遊間 位:-他センター

健t!t.~tきがいづくり
I1・25(火)10:30、16:00

ふれあい縞祉センター
相談 (予約rlill) m会福祉協議会向かい)

3. 17()'j) 9:00、15:00 ふれあい悩祉センヂー 十j会 制祉

'L.、自己こF と札1332 10(月)9:00、15:00 1~Hillセ ン タ ー 協議 会

24(Jj) 9:00、15・00 布佐jljJ~センター本町i

五;11 ~I Í' ~tl 3炎 2・16(FI) 10:00、14:00社会制令1:協級会

この広報紙は再生紙を使用しています


